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◆介護保険制度が変わりました…2Ｐ
主な内容

市 民 憲 章
　1. 水と緑を愛し 美しいまちをつくりましょう
　1. 未来をのぞみ 明るいまちをつくりましょう
　1. 心をやさしく 福祉のまちをつくりましょう
　1. 日日をはげみ 豊かなまちをつくりましょう
　1. 笑顔をたやさず 平和なまちをつくりましょう

黄色い花のじゅうたん
うしく菜の花まつり

　4月18日・19日の2日間、井ノ岡町のカント

リーライン沿いの菜の花畑で「うしく菜の花ま

つり」が行われました。

　この菜の花畑は、耕作放棄された農地を活用

して再生させたもので、春の訪れを告げる「黄

色いじゅうたん」をひと目見ようと、多くの家

族連れなどでにぎわいました。

　訪れた人々は、鮮やかな黄色い菜の花の前で

写真を撮ったり、花摘みを楽しんでいました。

　６月ごろには、この菜の花の種を収穫し菜

種油にして、市内の学校給食などで使う予定

です。
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◆
平
成
21
年
度
か
ら
平
成
23
年
度
ま
で

の
介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
し
た

　

65
歳
以
上
の
方
に
負
担
し
て
い
た
だ

く
介
護
保
険
料
は
、
今
後
３
年
間
で
ど

の
よ
う
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
、
ど
れ

く
ら
い
必
要
と
な
る
か
を
判
断
し
て
、

３
年
ご
と
に
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
方
が

年
々
増
え
て
い
る
こ
と
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
に
従
事
す
る
方
の
処
遇
改
善
を
目
的

と
し
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
を
算
定
す

る
基
と
な
る
介
護
報
酬
単
価
が
見
直
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
そ
の
費

用
を
賄
う
た
め
に
保
険
料
の
見
直
し
が

必
要
に
な
り
ま
す
。（
グ
ラ
フ
１
参
照
）

○
介
護
保
険
料
の
基
準
額
が
変
わ
り
ま

し
た

　

牛
久
市
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
総
額

の
20
％
を
65
歳
以
上
の
方
に
介
護
保
険

料
と
し
て
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。（
グ
ラ

フ
２
）

　

介
護
保
険
料
を
算
定
す
る
た
め
に
、

基
と
な
る
介
護
保
険
料
基
準
額
を
市
町

村
ご
と
に
算
定
し
ま
す
。（
下
図
参
照
）

介
護
保
険
料
の
負
担
軽
減
を
目
的
に
、

介
護
保
険
給
付
費
準
備
基
金
と
、
介
護

従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特
例
交
付
金
が

繰
り
入
れ
さ
れ
、
平
成
21
年
度
か
ら
平

成
23
年
度
の
基
準
額
は
３
６
９
０
円
と

な
り
ま
し
た
。

グラフ1　介護サービス費の推移

牛久市が介護保険制度

を運営するための財源

65歳以上の方の負担分

20％

牛久市に住む

65 歳以上の方の人数
基準額× ÷ ＝

図　介護保険料基準額の算定方法

グラフ2

　介護保険制度を運営する

　ための財源割合

介
護
保
険
制
度
が

変
わ
り
ま
し
た
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○
所
得
段
階
区
分
が
８
段
階
に
変
わ
り

ま
し
た

　

所
得
に
応
じ
て
き
め
細
か
く
対
応
で

き
る
よ
う
、
介
護
保
険
料
の
所
得
段
階

区
分
を
７
段
階
か
ら
８
段
階
に
見
直
し

ま
し
た
。
介
護
保
険
料
は
、
65
歳
以
上

の
被
保
険
者
ご
と
の
所
得
に
応
じ
、
下
表

の
段
階
区
分
の
基
準
で
算
定
さ
れ
ま
す
。

※
第
四
所
得
段
階
の
一
部
の
方
に
つ
い

て
は
、
特
例
割
合
の
適
用
に
よ
り
保

険
料
が
算
定
さ
れ
ま
す
。

◆
要
介
護
認
定
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
必
要
な
介

護
認
定
が
、
適
正
か
つ
効
果
的
に
行
わ

れ
る
た
め
に
、
要
介
護
認
定
制
度
が
見

直
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
見
直
し
に
よ

り
、
介
護
認
定
調
査
項
目
が
82
項
目
か

ら
74
項
目
に
変
更
さ
れ
、
要
介
護
認

定
制
度
開
始
当
初
か
ら
使
用
さ
れ
て
い

た
一
次
判
定
を
行
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

シ
ス
テ
ム
が
、
現
在
の
状
況
に
合
わ
せ

て
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
認
定
調
査
を
受

け
る
際
は
、
ご
本
人
や
ご
家
族
が
普
段

困
っ
て
い
る
こ
と
や
、
不
便
に
思
っ
て

い
る
こ
と
を
具
体
的
に
遠
慮
な
く
調
査

員
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

所得段階区分 区　分　基　準 平成21年度の介護保険料（年額）

第一所得段階
老齢福祉年金受給者で住民税世帯非課税および生活保
護受給者の場合

3,690円×0.5 ×12月 =22,100円

第二所得段階
世帯全員が住民税非課税で、課税年金収入額と合計所
得金額の合計が80万円以下の場合

3,690円×0.5 ×12月 =22,100円

第三所得段階
世帯全員が住民税非課税で、第二所得段階に該当しな
い場合

3,690円×0.75×12月 =33,200円

第四所得段階
（特例割合適用）

本人が住民税非課税で、課税年金収入額と合計所得金
額の合計が80万円以下の場合（同じ世帯に住民税課税
者がいる場合）

3,690円×0.9 ×12月 =39,800円

第四所得段階
本人が住民税非課税で、課税年金収入額と合計所得金
額の合計が80万円を超える場合（同じ世帯に住民税課
税者がいる場合）

3,690円×1.0 ×12月 =44,200円

第五所得段階 本人が住民税課税で合計所得金額125万円未満の場合 3,690円×1.15×12月 =50,900円

第六所得段階
本人が住民税課税で合計所得金額125万円以上200万
円未満の場合

3,690円×1.25×12月 =55,300円

第七所得段階
本人が住民税課税で合計所得金額200万円以上400万
円未満の場合

3,690円×1.5 ×12月 =66,400円

第八所得段階 本人が住民税課税で合計所得金額400万円以上の場合 3,690円×1.75×12月 =77,400円

※端数処理しています。

問い合わせ　市高齢福祉課☎内線1751～1753
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保健
センター

通信

市健康管理課（保健センター）

☎内線1742～1744

市健康管理課（保健センター）

☎

～牛久市の受診率は？

保健指導は何をやるの?～

そ の ２

　

前
回
は
、
国
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
の
お

話
を
し
ま
し
た
。
市
町
村
の
目
標
数
値

は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
の
40
歳
～
74

歳
の
方
の
受
診
に
つ
い
て

①
特
定
健
診
受
診
率
65
％

②
特
定
保
健
指
導
実
施
率
45
％

③
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群（
以
下
メ
タ

ボ
）減
少
率
10
％

を
平
成
23
年
度
に
は
達
成
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

牛
久
市
の
状
況
は
、
平
成
19
年
度
か

ら
の
受
診
率
を
グ
ラ
フ
に
ま
と
め
ま
し

た
。（
グ
ラ
フ
１
参
照
）

　

受
診
者
は
、
牛
久
市
国
民
健
康
保
険

加
入
の
40
歳
～
74
歳
ま
で
の
方
の
実
績

に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
か
ら
20
年
度
は
特
定
健

診
受
診
率
が
10
％
以
上
も
伸
び
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
ま
だ
、
半
分
以
上
の
人
は
受
診

し
て
い
な
い
現
状
で
す
。（
グ
ラ
フ
１
参
照
）

　

牛
久
市
の
助
成
制
度
を
利
用
せ
ず

に
医
療
機
関
で
人
間
ド
ッ
ク
や
健
診

と
し
て
受
け
て
い
る
方
や
、
職
場
の
健

診
を
受
診
し
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、

そ
の
結
果
の
コ
ピ
ー
を
市
保
健
セ
ン

タ
ー
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で

受
診
の
代
わ
り
に
な
り
ま
す
。
医
療

機
関
で
治
療
中
の
方
も
、
総
合
的
な

診
断
が
可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
診

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

社
会
保
険
ご
加
入
の
扶
養
者
の
方
や

任
意
継
続
の
方
の
特
定
健
診
受
診
は
、

﹁
特
定
健
診
受
診
券
﹂を
会
社
や
保
険
組

合
な
ど
か
ら
取
り
寄
せ
て
、
市
保
健
セ

ン
タ
ー
や
医
療
機
関
で
受
診
で
き
ま
す
。

シ
リーズ

受 け よ う 健 診 ！

定期的に病院へ

行っているから ほかでやって

いるから

面倒だから

受けない理由は？

健康だから

グラフ1　特定健診受診者数・受診率の年度推移

　

次
に
牛
久
市
の
保
健
指
導
の
状
況

を
お
話
し
ま
す
。

　

特
定
健
診
で
は
、
血
液
検
査
や
血

圧
測
定
、
腹
囲
測
定
な
ど
の
項
目
を

セ
ッ
ト
で
行
い
ま
す
。
そ
の
検
査
結

果
や
喫
煙
歴
、
年
齢
な
ど
を
基
準
と

照
ら
し
合
わ
せ
保
健
指
導
の
対
象
者

が
決
定
さ
れ
ま
す
。（
左
図
参
照
）



�  －広報うしく　２００９．５．１－

シ
リーズ

グラフ２　
平成20年度　健診受診者の
メタボ指導対象者割合

　

こ
の
①
②
の
保
健
指
導
の
対
象
と
な

る
の
は
受
診
者
の
約
20
％
で
、
そ
の
う

ち
今
年
度
保
健
指
導
を
受
け
て
い
た
だ

い
た
の
は
、
約
半
数
の
方
と
い
う
状
況

が
グ
ラ
フ
か
ら
分
か
り
ま
す
。（
グ
ラ
フ

２
参
照
）

　

メ
タ
ボ
の
リ
ス
ク
が
高
く
て
も
、
現

在
自
覚
症
状
も
な
く
、
将
来
生
活
習
慣

病
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
危

機
感
は
、
な
か
な
か
持
ち
に
く
い
方
が

多
い
よ
う
で
す
。

　

少
し
で
も
皆
さ
ん
が
保
健
指
導
に
参

加
し
や
す
い
よ
う
、
時
間
帯
や
曜
日
を

工
夫
し
な
が
ら
今
年
度
も
実
施
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
積
極
的
に
参
加
し

ま
し
ょ
う
。

　5月1日（金）から、牛久運動

公園体育館のトレーニング室

の夜の開館時間が、１時間延

長になり、「午前9時から午後10時まで」

となります。当トレーニング室では、

ランニングマシーン、乗馬フィットネ

ス機器など数多くのマシンをご用意し

ています。

　また、トレーニング室をご利用の方

は、ジャグジー浴室を無料でご利用い

ただけます。こちらも午後10時まで使

えますので、併せてのご利用をお待ち

しています。

使用料　【市内料金】310円（回数券11枚つづり3100円）

　　　　【市外料金】470円（回数券11枚つづり4700円）

問い合わせ　牛久運動公園体育館☎873-2486

①②を受けて、さらにやる気のある方には、

6カ月間のスペシャルコースがあります。

ズバリ！「若さへGOGO教室～5cm5kg 減への挑戦」
主な内容は、市総合福祉センター（女化町）で週2回の運動指導と

月1回の栄養講座などの受講です。

イメージキャラクター

「メタ坊くん」

トレーニング室の開館時間を延長します！

健康の
ために

運動し
よう！
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男と女・共にめざそう明日のうしく

男女共同参画をめざして
市市民活動課男女共同参画推進室☎内線1631

＊｢リ・ボーン｣という名称は、｢再生｣という意味があります。｢男
ひと

と女
ひと

が人間としての尊厳を大切に、共に生まれ変

わる力を持てること｣また、｢人の心を結ぶきずなは優しいリボンのようでありたい｣との願いが込められています。

配偶者からの暴力で悩んでいませんか ?
　配偶者からの暴力（ドメスティック・バイオレンス）は、犯罪となる行為を

も含む重大な人権侵害です。配偶者からの暴力の被害者は、多くの場合女性

であり、経済的自立が困難な女性に対して配偶者が暴力を加えることは、個

人の尊厳を害し、男女平等の妨げとなっています。

　内閣府では、平成20年10月に「男女間における暴力に関する調査」を実施

し、実態の把握を行いました。この調査によると、これまでに殴ったり、けっ

たり、物を投げ付けたり、突き飛ばしたりするなどの『身体的暴行』、人格を

否定するような暴言や交友関係を細かく監視するなどの『心理的攻撃』、嫌

がっているのに性的な行為を強要される『性的強要』のいずれかを1回でも受けたことがある女性が

全体の3人に1人、男性が全体の6人に1人にのぼるという驚くべき結果が出ました。このような暴力

について相談したい、暴力から逃れたい、配偶者から引き離してほしいなどの支援についてご案内

します。

相談全般、一時保護、自立支援の手助け

※詳しくは、牛久市男女共同参画推進室（市市民活動課内）☎内線1631までお問い合わせください。

※内閣府では、配偶者からの暴力被害者支援情報ホームページ（http://www.gender.go.jp/e-vaw/

index.htm）を開設しています。

相談全般

茨城県婦人相談所（配偶者暴力相談支援センター）　　【所在地】水戸市三の丸1-5-38

★電話相談…☎029-221-4166（相談専用）

　相談時間…平日午前9時～午後9時

　　　　　　土・日・祝日午前9時～午後5時

　　　　　　※年末年始を除く。

★来所相談…相談員が面接を通じて、一緒に考

え、問題解決のために助言します。

　相談時間…午前9時～午後5時

　　　　　　※年末年始を除く。

全国共通ＤＶホットライン☎0120-956-080

　相談時間…午前10時～午後3時※日・祝日および年末年始を除く。

女性のための悩みごと相談（フェミニスト相談）☎873-1099（予約専用）

　牛久市で実施している相談です。

　相談日時…毎週月曜日午前10時～午後4時※祝日および年末年始を除く。



「まちづくり」は市民と行政のコミュニケーションから「まちづくり」は市民と行政のコミュニケーションから

「市長への手紙」で
あなたのご意見をお聞かせください

　「市長への手紙」は、市民の皆さんの声を市政に反映させるためのカードです。

　今回、広報紙を活用してお配りしますので、皆さんが日常生活の中で不便と感じていることや、「こ

んなまちづくりを」と思うご意見をありのままにお聞かせください。すべてのご意見をすぐ実行に、

というわけにはいきませんが、皆さんと共に考え、共に研究して、できるだけ市政に反映していき

ます。

　※ご意見は、下の用紙の裏面に記載してください。

　※ 市のホームページでもご意見を受け付けています。また、これまでに頂いたご意見の一部も紹

介しています。【http://www.city.ushiku.ibaraki.jp/】

問い合わせ　市役所市民活動課 総合相談室☎内線1635
キ リ ト リ

キ
リ
ト
リ



①郵送の場合

・ 市長への手紙は、切手不要の便せんになっています。用紙をキリトリ線で切り離して、「のりしろ」

の部分にのりを付け、記入いただいたご意見が内側になるように二つに折って、はり合わせてく

ださい。

・切手をはらないで、お近くの郵便ポストに投かんしてください。

・この便せん（封筒）は、平成22年3月31日まで使用できます。

②市長への手紙専用ポストへ投かんする場合

・ 記入後、そのままで次の公共施設に設置された「市長への手紙専用ポスト（投書箱）」に投かんして

ください。

★市長への手紙専用ポストが設置されている公共施設

　市役所庁舎、エスカードビル駅前出張所、中央生涯学習センター、三日月橋生涯学習センター、

　奥野生涯学習センター、牛久運動公園体育館、牛久自然観察の森ネイチャーセンター、

　牛久クリーンセンター、中央図書館、総合福祉センター

「市長への手紙」の使い方

市長への手紙は、専用

ポストの横にも設置

されています。

ご住所

お名前

※広報用資料として使用することを　　□承諾する　　□承諾しない
この部分には何も記

載しないでください。

この線に沿って内側に折り畳んでください。

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

のりしろ

題　名

キ リ ト リ

キ
リ
ト
リ
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す
べ
て
の
地
域
を
守
り
ま
す

消防団

NEWS

　

牛
久
市
消
防
団
は
、
28
の
分
団
で
市

内
す
べ
て
の
地
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
消
防
団
の
組
織
と
受
け
持
ち

地
域
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
交
通
防
災
課
☎
内
線

１
６
８
２

④田宮

牛久市消防団組織図

②下町

①上町
⑥新地

③城中

⑤本町

⑦南部

⑧柏田

⑨猪子

⑩東猯穴

⑪大中

�井ノ岡

�桂
⑲久野

⑱北部

⑰東下根

⑯神谷

⑮女化

⑭上太田

⑬岡見

⑫下根

�大和田中央

�小坂

�正直
�島田

�奥原

�報徳�小坂団地

①上町・②下町

第1分団（上町）

第2分団（下町）

第3分団（城中）

第4分団（田宮）

第5分団（本町）

第6分団（新地）

第7分団（南部）

第8分団（柏田）

第9分団（猪子）

第10分団（東猯穴）

第11分団（大中）

第12分団（下根）

第13分団（岡見）

第14分団（上太田）

第15分団（女化）

第16分団（神谷）

第17分団（東下根）

第18分団（北部）

第19分団（久野）

第21分団（桂）

第22分団（井ノ岡）

第23分団（奥原）

第24分団（島田）

第25分団（正直）

第26分団（小坂）

第27分団（大和田中央）

第28分団（報徳）

第30分団（小坂団地）

牛久地区（115人） 岡田地区（161人） 奥野地区（159人）

女性団員（9人）

牛久市消防団本部（団長1人、副団長8人）

消防分団受け持ち地域図

小野川

※分団の受け持ち地域は複数の行政区にまた

がっているため、左図中の分団名と行政区名

は必ずしも一致しません。

※第20分団は第19分団と、第29分団は第27分団と合併しました。

ひたち野うしく駅

牛久駅

総数453人（平成21年4月1日現在）
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　　新
牛久ごみ
ニュース

　

今
月
は「
燃
え
る
ご
み
」「
燃
え
な
い
ご
み
」「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
」の
正

し
い
出
し
方
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ご
み
は
買
い
過
ぎ
・
作
り
過
ぎ

に
注
意
し
、
分
別
の
徹
底
や
マ
イ
バ
ッ
ク
を
使
用
す
る
だ
け
で
約
７
０
０
０

ト
ン
の
ご
み
が
削
減
さ
れ
、
さ
ら
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
や
化
石
燃
料
使
用
量

の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
家
庭
ご
み
の
減
量
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
！

★
燃
え
る
ご
み【
週
２
回
】
Ａ
地
区
…

火
・
金
曜
日
、
Ｂ
地
区
…
月
・
木
曜

日（
指
定
袋
以
外
で
出
さ
れ
た
も
の

は
収
集
し
ま
せ
ん
）

○
台
所
の
ご
み（
生
ご
み
は
水
気
を

切
っ
て
く
だ
さ
い
）

○
資
源
に
な
ら
な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

（
シ
ャ
ン
プ
ー
・
洗
剤
の
容
器
、
歯
磨
き

粉
の
チ
ュ
ー
ブ
、
プ
リ
ン
の
容
器
な
ど
）

○
靴
・
革
類（
か
ば
ん
や
靴
な
ど
の
外

せ
る
金
具
は
、
外
し
て
燃
え
な
い
ご

み
で
お
出
し
く
だ
さ
い
）

○
資
源
に
な
ら
な
い
紙
類（
紙
お
む
つ

〈
汚
物
は
ト
イ
レ
に
流
し
て
く
だ
さ

い
〉、カ
ー
ボ
ン
紙
、感
熱
紙
、テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
）

○
ビ
デ
オ
・
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、
Ｃ
Ｄ

（
燃
え
る
ご
み
で
出
し
て
く
だ
さ
い
）

【
例
外
】…
布
団
・
カ
ー
ペ
ッ
ト（
１
メ
ー
ト

ル
以
下
に
畳
ん
で
ひ
も
で
縛
り
、
雨
天

以
外
の
収
集
日
に
お
出
し
く
だ
さ
い
）

★
燃
え
な
い
ご
み【
週
１
回
】Ａ
地
区
…

水
曜
日
、
Ｂ
地
区
…
土
曜
日（
指
定

袋
以
外
で
出
さ
れ
た
も
の
は
収
集
し

ま
せ
ん
）

○
資
源
物
以
外
の
金
属
類（
な
べ
、
や

か
ん
、
フ
ラ
イ
パ
ン
な
ど
）

※
使
い
切
っ
て
か
ら
出
す
も
の（
薬
品

の
入
っ
た
缶
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、

ス
プ
レ
ー
缶
、
ラ
イ
タ
ー
な
ど
）

○
資
源
物
に
な
ら
な
い
ガ
ラ
ス
類（
鏡
、

ク
リ
ス
タ
ル
、
窓
ガ
ラ
ス
、
耐
熱
ガ

ラ
ス
、蛍
光
灯
、コ
ッ
プ
、電
球
な
ど
）

○
資
源
物
に
な
ら
な
い
陶
磁
器（
食
器

以
外
の
も
の〈
素
鉢
、植
木
鉢
、灰
皿
、

花
瓶
な
ど
〉）

○
小
型
電
気
製
品（
ラ
ジ
オ
、
ド
ラ
イ

ヤ
ー
、
電
卓
、
カ
メ
ラ
な
ど
）

【
例
外
】…
傘
・
蛍
光
灯（
傘
は
束
ね
て
縛
っ

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
蛍
光
灯
は
購
入

時
の
箱
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
）

※
可
燃
性
ガ
ス
が
入
っ
て
い
る
ボ
ン

ベ
・
ス
プ
レ
ー
缶
を
使
い
切
ら
ず
に

捨
て
る
こ
と
が
原
因
で
、
収
集
車
両

の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
必
ず

ガ
ス
は
使
い
切
っ
て
か
ら
お
出
し
く

だ
さ
い
。

※
刃
物
や
割
れ
た
ガ
ラ
ス
な
ど
の
危
険

物
は
、
新
聞
紙
な
ど
に
包
み
、
内
容
を

明
記
し
指
定
袋
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

★
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み【
週
１
回
】Ａ
地

区
…
水
曜
日
、Ｂ
地
区
…
土
曜
日（
指

定
袋
以
外
で
出
さ
れ
た
も
の
は
収
集

し
ま
せ
ん
）

○
資
源
化
し
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
は
、
白
色
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
の

も
の
の
み
で
す
。（
白
色
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
、
白
色
ト
レ
イ
、
果
物
を
包
ん
で

い
る
白
色
の
網
目
型
、
こ
ん
包
の
角

な
ど
の
白
色
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
）

○
そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
な
ど

は
燃
え
る
ご
み
で
お
出
し
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と「
地
球
に
優
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」を

心
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

☆
家
庭
か
ら
出
た
ご
み
を
牛
久
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
に
直
接
持
ち
込
む
に
は
？

　

月
～
土
曜
日
の
午
前
８
時
45
分
～
午

後
４
時
30
分（
日
曜
日
・
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
・
年
末
年
始
を
除
く
）
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
ご
み
の
搬
入
に
は「
エ
コ
カ
ー
ド
」が

必
要
に
な
り
ま
す
。「
エ
コ
カ
ー
ド
」

は
牛
久
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
発
行

し
ま
す
の
で
、
市
民
で
あ
る
こ
と
が

証
明
で
き
る
身
分
証（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
、
社
員
証
、
学
生
証
な

ど
）
を
持
参
の
上
、
牛
久
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
事
務
所（
１
階
）に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問い合わせ　市廃棄物対策課☎内線1571

ごみは収集日の朝8時までに
出しましょう！

ごみ収集運搬区域図
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牛久の旬を和菓子に！
　「地元の農作物をもっと食べよう！」という地産地消運動が、各地

で活発化しています。

　昭和37年創業の和菓子の老舗「伊勢屋」の二代目岩崎和夫さんは、

製菓学校を卒業後、東京の成城で5年間もの厳しい修行を終えて牛

久に戻ってきました。お母さんによれば「小さい時からおとなしいけれど、根性者だよ」とのこ

と。「当然のこととして両親と同じ道を選んだ」という和夫さんは、市の協力依頼を快く引き受け、

今年1月に牛久産のサツマイモで和菓子を試作、2

月の「とくとく市」で販売してくれました。作る人

の優しい人柄が伝わる、素朴な自然の味わいが好

評でした。今年の秋には店頭に並ぶ予定です。

　伊勢屋では、年間を通して、牛久産の農作物を

使って和菓子の創作に取り組んでくれる予定で

す。地元の旬の味がどんな和菓子で表現されるか、

お楽しみに。同店は、牛久市営青果市場（田宮町

624）で、毎月第4日曜日に開催される「とくとく市」

にも出店しています。

【問い合わせ】伊勢屋（田宮町188）☎872-0319

問い合わせ　市農業政策課☎内線1521～1522

テレビショッピングで購入したものを
返品できるの？

【相談】テレビショッピングでアクセサリーを購入したが、気に入らないので

返品したい。返品できるの？

　テレビショッピングでの購入は、通信販売にあたり、クーリングオフ制度は

適用されません。返品できるかどうかは、番組での表示が義務付けられている

ので確認が必要です。

　テレビショッピングは、臨場感あふれた商品紹介など、商品の特長が強調されて紹介される反面、

返品の可否など消費者にとって重要な事項や、欠点については番組放映時間などの制約から、消費者

に十分に理解されていないことがありトラブルが増加しています。

　◆利用にあたっての注意点

　　①番組からの印象だけで購入を決めず、商品などの使い方や使用上の制限などを事前に確認する。

　　②返品できるかどうか、事前に条件を確認する。

　　③返品できる場合でも条件が付いていることがあるので、返品条件を確認する。

　　④申し込み時の内容や連絡先を控えておく。

　以上の点を確認することが大切です。

問い合わせ　牛久市消費生活センター☎830-8802FAX830-8803

　　　　　　相談日：月・水・金曜日（午前9時～午後4時）

～うしくスタイル～

みんなの
農 業

牛久の旬を和菓子でどうぞ
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今月の行事予定 ＜場所：市中央図書館＞
◆映画上映会◆　5月17日（日）午後2時

　『花さき山・モチモチの木（アニメ）』

◆牛久おもちゃ病院◆　5月17日（日）午前10時～正午

＊おはなしよんで…毎週水曜日午後2時

＊おはなし会…毎週土曜日午後2時

　　　　　　　 5月16日（土）はお休みします。

＊おはなしとんとん…毎月第2日曜日午前11時

＊うさちゃんきいて…毎月第3金曜日午前10時30分

今月の休館日

全館休館日…5月11日（月）・25日（月）

としょかん
■市中央図書館　☎871-1400 午前9時～午後9時

■エスカード分館☎874-3132 午前10時～午後7時

■奥野生涯学習センター図書室☎875-1133 午前9時～午後5時

■三日月橋生涯学習センター図書室☎874-1340 午前9時～午後5時ホームページ http://library.city.ushiku.ibaraki.jp/

新
し
い
海
外
旅
行
ガ
イ

ド
が
入
り
ま
し
た

　

新
し
く『
ラ
ラ
チ
ッ
タ
』
シ
リ
ー
ズ

（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
）
が
入
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
行
楽
シ
ー
ズ

ン
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
※
市
中
央

図
書
館
所
蔵
で
す
。

新
し
い
Ｃ
Ｄ
・
ビ
デ
オ

が
入
り
ま
し
た

　

Ｃ
Ｄ
が
１
１
５
点
、
ビ
デ
オ
が
23

点
入
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
※
ビ
デ
オ
は
、
館
内
視
聴
の

み
と
な
り
ま
す
。

よ
う
こ
そ
図
書
館
へ
！
②

　

牛
久
市
に
は
、
中
央
図
書
館
の
ほ
か

に
、
エ
ス
カ
ー
ド
分
館
、
奥
野
・
三
日

月
橋
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
図
書
室
が
あ

り
ま
す
。
本
、
雑
誌
、
紙
芝
居
、
カ
セ
ッ

ト
テ
ー
プ
は
、
ど
ち
ら
で
貸
し
出
し
た

も
の
で
も
、
共
通
し
て
返
却
で
き
ま
す
。

Ｃ
Ｄ
は
、
中
央
図

書
館
で
の
み
貸

出
・
返
却
と
な
り

ま
す
。
夜
間
や
休

館
日
は
、
返
却
ポ

ス
ト
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

読
書
団
体
連
合
会

第
２
回
自
主
講
座

～
メ
イ
ン
テ
ー
マ『
徒
然
草
』～

日
時　

５
月
９
日（
土
）午
後
２
時
～

場
所　

市
中
央
図
書
館
視
聴
覚
室（
２

階
）

講
師　

石
塚
秀
雄
氏（
日
本
教
育
大
学

院
大
学
教
授
、
慶
応
義
塾
大
学
非

常
勤
講
師
）

演
題　

「『
徒
然
草
』の
世
界
１
」

入
場
料　

無
料
※
席
は
自
由
で
す
。

※
第
１
回
自
主
講
座
は
、
総
会
記
念
講

演
を
兼
ね
て
４
月
に
行
い
ま
し
た
。

主
催　

牛
久
市
読
書
団
体
連
合
会

市民企画講座（後期11月～3月分）の企画を募集します！
　「市民企画講座」は、市民の皆さんが自ら企画し講師となって開催する講座です。「私には、こん

なことができる。こんなことを皆さんに教えてあげたい」と、お考えの皆さん、市内生涯学習セ

ンターで講座を開いてみませんか！

実施期間　11月～平成22年3月

応募資格・採択基準

・市内に在住の方ならどなたでも

・市生涯学習センターの施設を利用し、生涯学習にふさわしい内容のもの

・市内カルチャーセンターなどで、一般的に実施していない企画

・受講者数が12人以上見込める企画

・講座開催回数は2回～5回以内

・受講者から費用を徴収する場合は、材料費などのみ

・1回の講座時間は、90分から120分以内

応募方法　「市民企画講座提案書」に必要事項を記入し、5月31日（日）までに市中央生涯学習セン

ター窓口に提出してください。※提案書は、中央・三日月橋・奥野生涯学習センターにあります。

また、市生涯学習課ホームページからもダウンロードできます。

問い合わせ　市中央生涯学習センター☎871-2301、三日月橋生涯学習センター☎874-1340、奥野

生涯学習センター☎875-1133
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＜139＞
牛久運動公園体育館内
牛久市体育協会事務局
　☎873-2486 FAX873-2895

（89）
市教育委員会生涯学習課内
牛久市文化協会事務局
　☎871-2301 FAX871-1334

ソフトテニス部 代表：那須政夫

【活動目的】部員の健康と楽しい仲間づくり。練習はもち

ろん、コート外でも会話を楽しみます。とはいいながら

もなかなかの実力者ぞろいで、昨秋「ねんりんピック鹿

児島2008」に県代表として井関さんが出場しました。（写

真前列左から2人目）入会は随時、未経験者歓迎します！

【活動内容】染野製作所（株）コートで第2･ 第4日曜日午前

10時～午後4時。ほか市民大会、審判講習会を開催。

各種大会へも参加します。

【会費】入会費2,000円、体育協会年会費500円、部費500

円／月、スポーツ保険別途。

【問い合わせ】那須☎873-4578

≪加盟団体紹介≫ 牛久グリーンクラブ（グラウンドゴルフ）
代表：溝井☎872-3092

　当会の中で3月4日（水）に期末大会を行い
ました。現在36人の会員が楽しく活動して
います。

【団体戦】（優勝 D チーム）小森恒彦、溝井
美正、高田咲子、荒川陽子、安藤美奈子

【男子個人戦】（優勝）溝井美正、（第2位）蛯原
勝正、（第3位）飯島雅

【女子個人戦】（優勝）安藤美奈子、（第2位）杉
田伯子、（第3位）東絹子

加盟団体紹介 催し物のご案内

詩吟墨水流真峰会（代表：江頭嘉夫☎874-2729）

　私たちは、老若男女多くの方に趣味と健康のため

に詩吟を知ってもらいたいと願っています。諸石先

生のご指導の下、第2・第4土曜日の午後、市中央

生涯学習セ

ンターで教

室を開いて

います。ぜ

ひ、見学に

お越しくだ

さい。

●ハーモニカ研修会　～一緒に吹きません科～

日時　5月24日（日）午後１時～

場所　三日月橋生涯学習センター

講師　藪谷幸男先生、山本幸男先生

入場料　500円（資料代）※聴講のみも可です。

問 い合わせ　牛久ハーモニカメイト（那須）☎872-5289

●土浦三曲会演奏会

日時　6月14日（日）午前10時～

場所　土浦市民会館大ホール

入場料　無料

問 い合わせ　筝曲潮音会（池田）☎872-5351、生田流

筝曲なでしこ会（齋藤）☎873-4544

★「能楽を知る集い－能

と源氏物語の世界－」

が開催され、能楽の歴

史・演出・能面の話な

ど初歩的なお話を伺う

ことができました。

団体戦優勝チーム

「市民が幸せになるホールづくり」提案書について

　文化協会事業も市民文化意識の高まる中、文化祭や

牛久市文化公演事業の中核となり、各団体は特色ある

活動をしています。勉強会も優良ホール研修、市の出

前講座受講、ワークショップや講演会開催を重ね、こ

の度提案書を作成し提出しました。
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住
井
す
ゑ
と
そ
の
文
学
の
里（
三
十
九
）

　
　

ー
牛
久
沼
の
ほ
と
り
ー

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お　

川
村
衛ま
も
ると
昭
和
10
年
代
の
茨
城
県
会

―

川
村
は
岡
田
村
長
・
新
制
牛
久
町
初
代

町
長
な
ど
も
歴
任―

　

川
村
衛
は
、
明
治
35
年（
１
９
０
２
年
）

に
岡
田
村
大
字
岡
見
で
、
名
誉
職
の
稲
敷

郡
会
議
員
と
岡
田
村
長（
明
治
35
年
３
月

か
ら
同
40
年（
１
９
０
７
年
）
３
月
ま
で
。

大
正
15
年（
１
９
２
６
年
）３
月
か
ら
昭
和

４
年（
１
９
２
９
年
）８
月
ま
で
）を
歴
任
し

て
い
る
川
村
喜
太
郎
の
末
っ
子
長
男
と
し

て
生
ま
れ
た
。
竜
ケ
崎
中
学
か
ら
大
正
10

年（
１
９
２
１
年
）に
法
政
大
学
に
進
ん
だ

が
、
中
途
退
学
し
て
岡
田
村
に
戻
っ
た
。

税
務
署
吏り

い

ん員
、
小
学
校
訓く
ん
ど
う導（
教
員
）を
経

て
、
昭
和
８
年（
１
９
３
３
年
）30
歳
の
時

に
村
会
議
員
選
挙
に
当
選
。
翌
年
、
池
井

貴
次
村
長
の
下も
と

で
助
役
に
就
任
す
る
が
、

そ
の
翌
昭
和
10
年（
１
９
３
５
年
）１
月
に

村
会
議
員
の
互
選
に
よ
っ
て
村
長
に
就
任
、

同
17
年（
１
９
４
２
年
）６
月
ま
で
在
職
し

た
。
一
方
、
昭
和
10
年
９
月
か
ら
同
22
年

４
月（
１
９
４
７
年
）ま
で
稲
敷
郡
選
出
の

県
会
議
員
の
名
誉
職
に
あ
り
、
同
10
年
か

ら
同
17
年
ま
で
の
間
は
、
県
会
議
員
と
岡

田
村
長
を
兼
職
し
て
い
た
。
さ
ら
に
そ
の

間
の
昭
和
21
年（
１
９
４
６
年
）執
行
の
衆

議
院
議
員
選
挙（
こ
の
時
は
全
県
一
区
制
が

と
ら
れ
た
）に
山
本
実
彦
委
員
長
の
日
本

協
同
党
公
認
で
立
候
補
し
て
い
る
が
次
点

で
あ
っ
た
。翌
22
年
に
総
司
令
官
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
元
帥
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ（
連
合
軍
の
対
日
占

領
機
構
）公
布
の
公
職
追
放
令（
大
政
翼
賛

会
役
員
経
験
者
・
戦
争
遂
行
者
お
よ
び
軍

部
高
級
官
僚
・
言
論
人
・
経
済
人
が
対
象

に
さ
れ
た
）の
適
用
で
公
職
追
放
に
な
る

が
、
解
除
後
の
昭
和
26
年（
１
９
５
１
年
）

９
月
に
岡
田
村
長
に
返
り
咲
い
た
。

　

昭
和
28
年（
１
９
５
３
年
）
９
月
、
町

村
合
併
促
進
法
が
公
布
さ
れ
、
向
こ
う
３

年
間
に
１
万
を
数
え
る
町
村
を
約
３
分
の

１
に
縮
減
す
る
め
ど
に
よ
っ
て
、
強
力
に

合
併
が
推
進
さ
れ
た
。
岡
田
村
長
の
川
村

は
牛
久
町
長
の
吉
田
虎
次
郎
と
、
岡
田
村

と
牛
久
町
の
合
併
を
推
進
し
て
、
同
29
年

（
１
９
５
４
年
）４
月
の
新
制
牛
久
町
誕
生

に
尽
力
、
川
村
が
無
競
争
で
初
代
町
長
に

就
任
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
昭
和
10
年
に
県
会
に
議
席

を
得
て
い
た
川
村
は
、
政
友
会
に
所
属
し

て
、
翌
11
年（
１
９
３
６
年
）12
月
４
日
夕

刻
開
会
の
通
常
県
会
で
、「
議
長
の
一
身
上

の
問
題
に
つ
い
て
緊
急
動
議
を
出
し
た
い

（
同
年
２
月
執
行
の
総
選
挙
で
当
選
し
た

一
区
の
民
政
党
代
議
士
の
選
挙
違
反
に
連

収
れ
ん
す
る
た
め
の
段
取
り
の
話
し
合
い

が
持
た
れ
た
。
ま
ず
従
来
の
各
派
交
渉
委

員
で
構
成
す
る
院
内
総
務
制
を
解
消
し
て
、

議
事
進
行
と
県
当
局
と
の
連
絡
交
渉
に
当

た
る
世
話
人
を
置
く
こ
と
の
提
案
が
あ
っ

て
、
全
員
が
こ
れ
に
賛
同
し
た
。
次
に
議

員
控
室
の
会
派
別
を
や
め
て
一
室
に
ま
と

め
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。
最
後
に
新
た

に
置
か
れ
る
世
話
人
に
は
、
宮
原
庄
助
、

木
城
晟
、
小
篠
雄
二
郎
、
野
口
谷
作
、
横

島
武
治
、
菊
地
豊
、
川
村
衛
の
７
議
員
が

指
名
さ
れ
た
。
こ
の
年
の
10
月
に
発
足
を

見
た
大
政
翼
賛
会
の
茨
城
県
支
部
が
設
置

さ
れ
、
支
部
長
を
知
事
が
兼
務
し
、
郡
・

市
支
部
長
に
は
市
町
村
長
が
就
任
し
た
。

※
そ
の
他
の
生
活
必
需
品（
米
・
み
そ
・
し
ょ

う
ゆ
・
砂
糖
・
マ
ッ
チ
・
木
炭
な
ど
）
が

切
符
制
に
な
っ
た
。
茨
城
県
の
場
合
、

県
民
の
一
カ
月
の
砂
糖
配
給
量
は
一
人

３
０
０
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。

座
し
て
い
る
の
に
辞
職
し
な
い
議
長
に
対

し
て
の
弾
劾
案
提
出
の
動
き
）」
と
発
言
、

会
議
は
紛
糾
、
中
断
。
本
件
が
１
３
０
年

余
り
に
わ
た
る
県
議
会
史
上
に
川
村
衛
の

そ
の
名
を
と
ど
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

の
部
分
の
本
資
料
は
、『
大
地
に
緑
の
塔
を

―

茨
城
県
議
会
１
０
０
年
の
歩
み―

茨
城

県
議
会
発
行
』な
ど
だ
。

　

昭
和
14
年（
１
９
３
９
年
）に
入
る
と
米

国
の
対
日
経
済
封
鎖
に
よ
る
ガ
ソ
リ
ン
不

足
が
著
し
く
な
り
、
同
年
10
月
か
ら
は
配

給
制（
※
）に
な
っ
た
。
川
村
は
、
同
年
12

月
開
会
の
通
常
県
会
で
登
壇
、県
側
に「
片

田
舎
で
は
、
夜
分
な
ど
医
者
を
頼
み
に
行

く
と
自
動
車
を
頼
ん
で
来
い
、
そ
こ
で
一

里
も
離
れ
た
自
動
車
営
業
所
に
行
く
と
ガ

ソ
リ
ン
が
な
い
か
ら
出
ら
れ
め
と
い
う
」

実
状
を
訴
え
た
。

　

昭
和
15
年（
１
９
４
０
年
）の
夏
は
茨
城

県
会
で
も
民
政
党
、県
政
倶
楽
部
、政
友
会
、

一
新
会（
旧
昭
和
会
）な
ど
の
会

派
が
大
政
翼
賛
会
へ
の
収
れ

ん
直
前
で
あ
っ
た
。８
月
26
日
・

27
日
両
日
、
臨
時
県
会
が
開

か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に

先
立
っ
て
同
月
20
日
の
午
前

11
時
か
ら
茨
城
会
館
に
お
い

て
全
員
協
議
会
が
持
た
れ
た
。

県
側
か
ら
の
議
案
内
示
の
後
、

水
戸
市
選
出
の
鈴
木
剛
次
郎

議
長
が
全
議
員
を
水
戸
市
内

の
遠
藤
食
堂
に
招
き
、
会
派

を
解
消
し
て
大
政
翼
賛
会
へ

�昭和5年（1930年）新築の茨城県庁舎2階の

県会議場。川村衛は、昭和20年（1945年）

12月から21年（1946年）9月まで第43代副議

長、同21年9月から22年（1947年）4月まで

第44代議長を歴任。

　（昭和54年3月茨城県議会発行『郷土百年－

茨城県議会100年写真集』より転載）
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桜
が
満
開
と
な
っ
た
４
月
７
日
、
午

前
中
は
市
内
の
各
小
学
校
、
午
後
は
各

中
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
奥
野
小
学
校
で
は
、
30
人
の
新

入
生
が
夢
と
希
望
を
胸
に
校
門
を
く
ぐ

り
ま
し
た
。

　

在
校
生
や
先
生
た
ち
の
温
か
な
歓
迎

の
拍
手
に
迎
え
ら
れ
て
、
新
入
生
は
す

ピ
カ
ピ
カ
の
新
１
年
生

て
き
な
笑
顔
で
入
場
し
ま
し
た
。
担
任

の
先
生
が
、
新
入
生
一
人
ひ
と
り
の
名

前
を
呼
ぶ
と
、「
は
い
！
」
と
元
気
な
声

で
返
事
を
し
て
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

宮
本
経
之
校
長
は
、
式
の
中
で「
ご

入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
一
日

も
早
く
学
校
に
慣
れ
て
楽
し
い
学
校
生

活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
た
め
に

は
①
命
を
大
切
に
し
よ
う
②
元
気
な
声

で
あ
い
さ
つ
を
し
よ
う
③
勉
強
を
し
っ

か
り
や
ろ
う
」
と
３
つ
の
お
願
い
を
述

べ
ま
し
た
。

　

奥
野
小
学
校
は
、
全
校
生
徒
２
２
０
人

の
と
て
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
学
校
で
す
。

卒
業
す
る
ま
で
の
６
年
間
で
、
み
ん
な
と

お
友
だ
ち
に
な
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

元
気
に
お
返
事
で
き
た
よ

緊張した表情の新1年生たち

名前を呼ばれて元気にお返事

　

４
月
10
日
、
牛
久
第
二
幼
稚
園
で
入

園
式
が
行
わ
れ
、
新
た
に
29
人
の
園
児

た
ち
が「
た
ん
ぽ
ぽ
組
」の
仲
間
入
り
を

し
ま
し
た
。

　

保
護
者
と
手
を
つ
な
ぎ
入
場
し
た
園

児
た
ち
は
、
丸
い
輪
に
な
っ
て
い
す
に

座
り
、
一
人
ひ
と
り
名
前
を
呼
ば
れ
る

と
、
元
気
に「
は
い
」と
大
き
な
声
で
返

事
を
し
ま
し
た
。

　

吉
田
洋
子
園
長
か
ら
は「
幼
稚
園
の

生
活
は
遊
び
が
中
心
で
、
い
ろ
い
ろ
な

遊
び
を
通
し
て
思
い
や
り
や
優
し
さ
な

ど
人
と
の
か
か
わ
り
方
や
、
身
近
な
環

境
に
触
れ
、
気
付
き
や
好
奇
心
か
ら
学

び
の
基
礎
を
培
っ
て
い
き
ま
す
。
園
児

た
ち
が
一
日
で
も
早
く
園
に
慣
れ
安
心

し
て
楽
し
く
遊
べ
る
よ
う
に
、
安
全
第

一
を
心
掛
け
て
い
き
ま
す
。
家
に
帰
っ

た
ら『
頑
張
っ
た
ね
』と
、
話
を
聞
き
気

持
ち
を
受
け
止
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
」と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
年
長
組
の
金
井
悠
弥
さ
ん
と

山
﨑
聖
奈
さ
ん
か
ら「
今
日
か
ら
ご
入

園
で
す
ね
。
み
ん
な
で
仲
良
く
遊
び
ま

し
ょ
う
」
と
お
迎
え
の
こ
と
ば
が
あ
り

ま
し
た
。
初
め
て
の
入
園
式
で
緊
張
し

た
園
児
た
ち
で
し
た
が
、
先
生
た
ち
の

歌
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
で
和
や
か
な
雰

囲
気
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
月
25
日
、
牛
久
市
と
牛
久
小
学
校

が
、
関
東
地
区
電
気
使
用
合
理
化
委
員

会
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
平
成
19
年
度
に
実
施

を
し
た
牛
久
小
学
校
の
耐
震
補
強
・
大

規
模
改
造
工
事
で
、
深
夜
電
力
を
利
用

し
た
蓄
熱
方
式
に
よ
る
エ
ア
コ
ン
を
導

入
し
、
電
気
使
用
量
の
削
減
を
図
る
と

と
も
に
、
電
気
使
用
量
が
一
定
の
値
に

達
す
る
と
警
報
で
知
ら
せ
る「
デ
マ
ン

ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
」
を
設
置
し
、
日

常
的
な
節
電
に
努
力
し
て
い
る
こ
と
が

評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
後
も
、
他
の
事
業
所
や
学
校
の
模

範
と
な
っ
て
電
気
の
効
率
的
な
使
用
を

先
導
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

省
エ
ネ
活
動
へ
の
表
彰
状省エネ活動で優秀賞を受賞
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おわびと訂正
広報うしく4月1日号19ページ「民間自治功労者表彰式」の記事中、吉田善江さんの功績に誤りがありま
した。正しくは「上池台区自主防火推進委員、上池台自治会会長」です。おわびして訂正いたします。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
で
地
域
循
環
型
社
会
を

　

４
月
16
日
、
奥
原
町
に
あ
る
牛
久
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内
に
完
成
し

た
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
製
造
施
設

の
稼
働
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
市
で
取
り
組
ん
で
い

る「
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」の
施
策

の
一
環
と
し
て
、
市
内
か
ら
出
る
廃
食

用
油
か
ら
Ｂ
Ｄ
Ｆ（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
燃
料
）
を
製
造
し
、
市
の
公
用
車
な

ど
で
消
費
す
る
、
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
・
地
域
循
環
の
確
立
を
目

指
し
て
造
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
１
日
当
た
り
２
３
０

リ
ッ
ト
ル
の
廃
食
用
油
か
ら
Ｂ
Ｄ
Ｆ
を

２
０
０
リ
ッ
ト
ル
製
造
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

池
辺
勝
幸
市
長
は「
こ
の
施
設
の
稼

働
は
単
に
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
を

製
造
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
市
内
の

荒
れ
た
遊
休
農
地
を
利
用
し
て
菜
種
油

を
作
り
、
学
校
給
食
で
利
用
す
る
と
い

う
循
環
型
社
会
の
１
つ
の
モ
デ
ル
で

す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
牛
久
市
家
庭
排
水
浄
化

推
進
協
議
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
ア
サ
ザ

基
金
」、
牛
久
市
近
代
農
業
促
進
協
議

会
な
ど
の「
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」

の
関
係
者
も
招
か
れ
、
池
辺
市
長
が
稼

働
ボ
タ
ン
を
押
す
と
静
か
な
音
を
立
て

な
が
ら
機
械
が
動
き
出
し
ま
し
た
。

　

増
え
続
け
る
遊
休
農
地
を
生
か
し

た
資
源
作
物（
菜
種
な
ど
の
油
糧
作
物
）

を
、
地
域
の
方
々
の
協
力
を
得
て
栽
培

し
、
収
穫
し
た
地
場
産
の
食
用
油
を
市

内
の
学
校
給
食
な
ど
で
利
用
し
た
後
、

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
製
造
施
設
で

燃
料
に
替
え
る
と
い
う
、
地
球
に
優
し

い
循
環
サ
イ
ク
ル
が
回
り
始
め
ま
し
た
。

　

３
月
29
日
、「
牛
久
消
防
署
東
部
出
張

所
竣
工
式
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
出
張
所
は
久
野
町
に
建
設
さ
れ
、

消
防
空
白
地
帯
と
い
わ
れ
て
き
た
、
東

部
地
区
の
救
急
車
両
の
到
着
時
間
が
早

く
な
る
な
ど
の
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

式
の
中
で
池
辺
勝
幸
市
長
は「
こ
れ

か
ら
は
地
域
住
民
の
安
心
安
全
を
ど
の

よ
う
に
確
保
し
て
い
く
か
が
重
要
で

す
」
と
あ
い
さ
つ
。
正
面
玄
関
前
で
は

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
東
部
地
区
の
消
防
力
の
強

化
、
お
よ
び
防
災
体
制
強
化
の
役
割
を

担
っ
て
い
き
ま
す
。

安
心
安
全
で
暮
ら
せ
る

　

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

精製された BDF

機械の運転ボタンを押す池辺勝幸市長

　

３
月
21
日
、
首
都
圏
中
央
連
絡
自

動
車
道
路（
圏
央
道
）阿
見
東
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
か
ら
稲
敷
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
間
約
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
開
通
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
国
、
県
お
よ
び
通
過
市
町
村

の
関
係
者
な
ど
約
３
５
０
人
が
参
加
し
、

開
通
式
典
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
セ
レ
モ
ニ
ー

の
後
、
開
通
区
間
の
走
り
初
め
パ
レ
ー
ド

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
開
通
で
、
牛

久
市
に
係
る
部
分
の
工
事
は
す
べ
て
完
了

し
、
今
後
、
平
成
24
年
度
の
東
関
東
自
動

車
道
路
接
続
に
よ
る
全
線
開
通
を
目
標
に

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

圏
央
道
が
稲
敷
イ
ン
タ
ー

　
　

チ
ェ
ン
ジ
ま
で
開
通開通のテープカットをする来賓の方々

テープカットをする来賓の方々
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今
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
間
に
、

次
の
方
々
か
ら
、
ふ
る
さ
と
牛
久
応
援

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
頂
い
た
浄

財
は
、
指
定
さ
れ
た
事
業
に
有
効
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（
右
か
ら
お
名
前
と
寄

附
金
額
、
活
用
す
る
事
業
）

○
大
野
金
一
様　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

10
万
円

　

文
化
芸
術
振
興
事
業
へ

○
佐
藤
安（
サ
ト
ウ
理
容
店
）様　
　
　

　

10
万
円

　

図
書
館
図
書
の
充
実
へ

○
牛
久
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様　
　
　

　

９
万
９
７
５
０
円　
　

　

安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
事
業
へ

　

（
牛
久
二
小
防
犯
マ
ッ
プ
作
成
）

○
オ
エ
ノ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
様

６
万
５
５
０
０
円

文
化
芸
術
振
興
事
業
へ

※
平
成
20
年
１
月
以
降
の
寄
附
金
額
が

10
万
円
以
上
の
方（
平
成
20
年
１
月

以
降
の
寄
附
累
積
額
が
10
万
円
以
上

に
達
し
た
方
を
含
む
）
で
希
望
さ
れ

る
方
を
対
象
に
、
市
役
所
本
庁
舎
内

に
設
置
す
る
銘
板
に
お
名
前
を
記
し

て
顕
彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
牛
久
応
援
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
　

三
日
月
橋
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ル
に
は
、
こ
れ
ま
で
あ
る
モ
ノ
ク

ロ
の
写
真
が
飾
っ
て
あ
り
ま
し
た
。「
牛

久
沼
の
浮
田
」
と
題
さ
れ
た
こ
の
作
品

は
、
田
を
増
や
す
た
め
に
牛
久
沼
に
ま

で
田
ん
ぼ
を
こ
し
ら
え
た
、
と
い
う
昭

和
47
年
の
歴
史
的
事
実
を
記
録
し
た
貴

重
な
作
品
で
す
。

　

「
広
報
う
し
く
」で
撮
影
者
を
募
っ
た

と
こ
ろ
、
名
乗
り
出
た
の
が
、
石
引
写

真
館
の
石
引
昭
さ
ん（
左
上
写
真
）で
す
。

時
を
越
え
て
写
真
の
寄
贈

石
引
さ
ん
は
、「
実
は

展
示
し
て
あ
る
作
品

に
は
続
き
が
あ
る
ん

で
す
」と
、
新
た
に
新

地
地
区
全
体
が
入
っ

た『
新
地
の
風
景
』（
下

写
真
）と
い
う
作
品
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
現
在
、
三

日
月
橋
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ル
に

展
示
中
で
す
。

　

４
月
６
日
、
東
洋
大
学
附
属
牛
久

高
等
学
校
吹
奏
楽
研
究
部
か
ら
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
収
益
金

27
万
５
８
８
８
円
と
１
セ
ン
ト
が
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

は
、
吹
奏
楽
研
究
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
一
環
と
し
て
、
３
月
29
日
に
市

中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ

た
も
の
で
、
寄
付
金
は
牛
久
市
社
会
福

祉
協
議
会
を
通
じ
て
地
域
の
福
祉
活
動

に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

４
月
６
日
、
常
陽
銀
行
牛
久
支
店
か

ら
犬
の
形
を
し
た
防
犯
ブ
ザ
ー
７
２
０

個
が
、
市
内
小
学
校
の
新
１
年
生
に
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
防
犯
ブ
ザ
ー
は
、
常
陽
銀
行
が

毎
年
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
贈

呈
し
て
い
る
も
の
で
、
新
入
学
生
の
防

犯
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
入
学
児
童
の
安
全
の
た
め
に
防
犯
ブ
ザ
ー
寄
贈

吹
奏
楽
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
寄
付

池辺勝幸市長へ寄付を渡す皆さん 常陽銀行牛久支店から防犯ブザーの寄贈

犬型の防犯ブザー
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　このコーナーでは、市民の皆さんから寄せられたイラス

トや俳句、川柳などを紹介しています。なお、お便りには

住所と氏名、電話番号を記入してください。また、匿名希

望の方は、その旨記入してください。ペンネームもOKです。

あて先：〒300-1292牛久市中央3-15-1

　　　　「広報うしくちょっと休憩」係

　　　　E メール shimin@city.ushiku.ibaraki.jp

皆
さ
ん
の
お
便
り
か
ら

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
コ
ー
ナ
ー

う
ぐ
い
す
の
声
で
目
覚
め
る
心
ち
良
さ

　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら
台　

二
国
さ
ん

さ
く
ら
咲
き
芝
生
の
色
も
み
ど
り
増
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
化
町　

清
水
さ
ん

友
き
た
る
あ
れ
も
こ
れ
も
と
夜
が
明
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

刈
谷
町　

小
山
さ
ん

た
ん
ぽ
ぽ
は
親
し
み
や
す
い
野
の
花
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
坂
町　

石
島
さ
ん

新
緑
や
会
話
は
ず
ん
で
講
座
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栄
町　

増
田
さ
ん

リ
ス
ト
ラ
や
同
期
の
桜
明
日
我
が
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
田
町　

中
根
さ
ん

南・犬塚さん

イラスト、俳句、川柳など、毎月たくさんのお便りありがとうございます。
紙面の都合上、すべてを掲載できない場合がありますが、今後もたくさんの
お便りをお待ちしています。

☆
…
広
報
う
し
く
５
月
１
日

号
で
１
０
０
０
号
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
、

暮
ら
し
の
情
報
、
話
題
、

歴
史
な
ど
な
ど
、
市
民
が

必
要
と
す
る
知
っ
て
お
く

べ
き
情
報
が
い
っ
ぱ
い
掲

載
さ
れ
て
い
る
広
報
紙
。

と
て
も
便
利
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
分
か
り
や
す
い
、

生
活
に
役
立
つ
情
報
を
お

願
い
し
ま
す
。

神
谷
・
長
澤
さ
ん

☆
…
親
の
意
見
と
茄
子
び
の

花
は
千
に
一
つ
の
無
駄
も

な
い
。
３
月
に
入
り
、
今

年
初
め
て
、
友
が
私
の
家

に
遊
び
に
来
ま
し
た
。
お

年
賀
の
タ
オ
ル
１
本
を
差

し
出
し
、
今
年
も
よ
ろ
し

く
ね
。
友
は
、
嫁
に
来
た

と
き
、
義
母
か
ら
、
年
が

変
わ
っ
て
初
め
て
人
の
家

に
伺
う
と
き
は
こ
う
す
る

ん
だ
と
言
わ
れ
、
守
っ
て

20
年
近
く
。
義
母
も
偉
い

め
で
た
さ
や
雪
を
こ
や
し
の
福
寿
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
田
町　

中
根
さ
ん

店
先
に
い
と
愛
ら
し
き
猫
柳

　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
田
町　

坪
井
さ
ん

椿
咲
き
和
菓
子
の
お
花
手
に
受
け
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
宮　

岡
村
さ
ん

稲
び
か
り
伏
し
て
尻
だ
し
小
屋
に
逃
げ

　
　
　
　

プ
ラ
イ
ド
捨
て
し
い
と
し
き
犬
よ

　
　
　
　
　
　
　

岡
見
町　

根
本
良
子
さ
ん

添
寝
す
る
曾
孫
の
寝
息
い
と
や
さ
し

　
　
　
　
　
　
　
　

心
に
触
る
る
幸
せ
の
詩う
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桂
町　

木
村
さ
ん

が
守
っ
て
い
る
嫁
も
偉
い
。

そ
れ
を
聞
き
私
は
嫁
に
何

を
伝
え
た
か
し
ら
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
友

の
素
直
な
人
柄
に
心
打
た

れ
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
一

日
で
し
た
。

南
・
荻
野
さ
ん

　　　　　　　　　＜3月22日（日）、牛久運動公園体育館、159人参加＞　　　　　　　　（敬称略）

部　門 優　勝 準　優　勝 第　3　位
1年生の部 河元慶大（神谷小） 中野鈴菜（向台小） 山脇温・山脇隼（牛久二小）
2年生の部 飯田あゆ（牛久二小） 小林零生（牛久二小）
3年生の部 木野山晶（向台小） 市田祥花（向台小） 阿波野翔亮（中根小）
4年生の部 木村綾乃（岡田小） 川嶋健人（牛久小） 伊宝奈那（奥野小）
5年生男子の部　 市田真輝（向台小） 長倉誠（向台小） 木野山力隆（向台小）・奥山祥太（牛久二小）
6年生男子の部 藤田碧（牛久小） 菅内卓（向台小）
5･6年生女子の部 関梨菜（岡田小） 大倉彩夢（岡田小）
中学生男子の部 森川純太（牛久一中） 関慎吾（牛久一中） 奥山竜樹（牛久三中）
中学生女子の部 斉藤菜津子（下根中） 藤田紫（牛久三中） 桑野友里（牛久三中）

スポーツチャンピオンフェスティバル2008柔道大会
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硬式テニスシングルス大会

　　　　　　　　　＜3月8日（日）、牛久運動公園テニスコート、56人参加＞　　　　　　（敬称略）

部　門 優　勝 準　優　勝 第　3　位
一般男子シングルス 吉成誠晃 加藤鉄二 松好良徳、阿部孝之

一般女子シングルス 山王広子 小川克子 吉見美佐子、酒井道

ジュニア小学1 ～3年生 谷本優（向台小） 川村茉那（岡田小） 出山璃久（牛久小）

ジュニア小学4～6年生 谷口湧雅（神谷小） 安達祐宇（神谷小）
大林大起（牛久小）

小川理子（中根小）

「
広
報
う
し
く
」は
皆
さ
ん
と
共
に
半
世
紀

　

「
広
報
う
し
く
」は
、
昭
和
33
年
４
月
10
日
に
牛
久
町「
町
政
だ
よ
り
」と
し
て
、
第

１
号
を
発
行
し
、
今
号
で
創
刊
１
０
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
、
ご
愛
読
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

祝！
1000号

～
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る

広
報
紙
を
目
指
し
て
～

　

現
在「
広
報
う
し
く
」は
、毎
月
２
回（
１

日
号
と
15
日
号
お
知
ら
せ
版
）
発
行
し
て

い
ま
す
。「
広
報
う
し
く
」
は
、
市
の
施
策

や
現
状
、
身
近
な
話
題
、
暮
ら
し
の
情
報

な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
情
報
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、

迅
速
で
正
確
に
広
報
す
る
こ
と
を
念
頭
に

お
い
た
紙
面
作
り
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
か
ら
、
発
行
日
を
す
べ
て
の
ペ
ー

ジ
に
入
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
お
問
い
合
わ
せ
が
し
や
す
い
よ
う
、

市
役
所
の
場
合
は
、
担
当
課
名
と
内
線
の

み
と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も「
広
報
う
し
く
」が
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
よ
り
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
そ
し
て
市
の
政
策
が
広
く
市
民
の

皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
よ
う
に
、

市
と
市
民
の
皆
さ
ん
と
を
つ
な
ぐ
重
要
な

架
け
橋
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
広
報
行
政
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

牛久町「町政だより」第1号

【発行】昭和33年4月10日

【人口】16,203人（3月31日現在）

【世帯数】3,104戸

【発行】昭和63年7月15日

【人口】56,909人（7月1日現在）

【世帯数】16,342戸

～広報紙の移り変わり～

　記念すべき第1号は、広
報紙創刊にあたっての町
長や町議会議長のあいさ
つ、3月定例町議会、町営
第二保育所開所や農家の
しおりなどが掲載されて
います。
【白黒・2ページ・月1回発行】

牛久市「広報うしく」第501号

　第501号は、第2回市議
会定例会、第7回うしく
かっぱ祭り、第4回アヤメ
祭りなどが掲載されてい
ます。
【1日号・２色・平均14ペー
ジ、15日号・白黒・平均
10ページ・月2回発行】

※
第
１
号
か
ら
現
在
ま
で
の
広
報
紙
は
、
市
中
央
図
書
館
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム

（
２
階
）
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
第
８
４
８
号（
平
成
15
年
１
月
１
日
号
）

以
降
の
広
報
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.city.ushiku.iba
ra

ki.jp/info/

kouhoushi/old.htm

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し

ま
す

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
、
家
庭
内
の
問
題
や
近
隣
関

係
、
い
じ
め
、
差
別
な
ど
人
権
に
か
か

わ
る
心
配
ご
と
や
困
り
ご
と
の
相
談
を

お
受
け
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
平
成

21
年
４
月
１
日
付
で
、
羽
成
千
恵
子
氏

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

牛
久
市
の
人
権
擁
護
委
員（
敬
称
略
）

・
茂
木
善
次
郎

・
飯
島
繁

・
岩
岡
正

・
斉
藤
初
江

・
羽
成
千
恵
子

・
竹
若
栄
吾
朗

※
人
権
擁
護
委
員
へ
の
連
絡
は
、
市
社

会
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
社
会
福
祉
課
☎
内
線

１
７
１
４

★
水
戸
地
方
法
務
局
竜
ケ
崎
支
局
人
権

相
談
室
で
は
、
毎
週
月
曜
日
午
前
９

時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
常
駐
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

水
戸
地
方
法
務
局
竜
ケ

崎
支
局
人
権
相
談
室
☎
０
２
９
７
・

64
・
２
６
０
７

５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

は
憲
法
週
間
で
す

　

５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
を
中
心
に

５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
１
週
間
を
憲

法
週
間
と
し
、
関
係
機
関
で
は
人
権
尊

重
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

基
本
的
人
権

の
尊
重
は
日
本

国
憲
法
の
重
要

な
柱
の
一
つ
で

あ
り
、
す
べ
て

の
人
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
社
会
が
実
現
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

憲
法
週
間
に
あ
た
り
、
身
近
で
起
こ

る
差
別
や
偏
見
に
つ
い
て
一
人
ひ
と
り

が
考
え
、
人
権
尊
重
の
意
識
を
高
め
、

豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

人
権
問
題
で
お
困
り
の
と
き
は
、
最

寄
り
の
法
務
局
の
人
権
相
談
所
ま
た
は

上
記
の
人
権
擁
護
委
員
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

《
世
界
人
権
宣
言
60
周
年
》

育
て
よ
う　

一
人
一
人
の　

人
権
意
識

―

思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な
い

命
を
大
切
に―

問
い
合
わ
せ　

水
戸
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課　

茨
城
県
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
☎
０
２
９
・
２
２
７
・
９
９
１

９公
平
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　

市
の
公
平
委
員
会
委
員
が
３
月
開
催

の
市
議
会
定
例
会
で
同
意
さ
れ
、
選
任

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

公
平
委
員
会
委
員（
新
任
）

・
栁
井
三
郎
氏（
左
写
真
）

任
期　

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で（
４

年
間
）

問
い
合
わ
せ　

市
監
査
委
員
事
務
局
☎

内
線
３
８
０
１

６
月
１
日
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト（
旅

券
）の
申
請
・
交
付
を
開
始

日
時　

【
申
請
】
月
～
金
曜
日
午
前
９

時
～
午
後
４
時
45
分
、【
交
付
】
申
請

日
時
の
ほ
か
、
土
・
日
曜
日
午
前
９

時
～
午
後
４
時
45
分
※
と
も
に
祝
日

と
年
末
年
始
を
除
く
。

場
所　

パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口（
市
役
所
２

階
総
合
窓
口
課
内
）

※
申
請
書
・
申
請
案
内
は
、
市
総
合
窓

口
課
の
ほ
か
、
各
出
張
所
で
配
布
し

て
い
ま
す
。

※
収
入
印
紙
と
茨
城
県
収
入
証
紙
は
、

市
総
合
窓
口
課
で

６
月
１
日（
月
）か

ら
販
売
し
ま
す
。

※
市
内
に
在
住
の
方

は
、
６
月
１
日

（
月
）か
ら
県
の
パ

ス
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
。た
だ
し
、

５
月
29
日（
金
）以

前
に
申
請
し
た
方

の
交
付
は
、
県
の

窓
口
に
な
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

市
総

合
窓
口
課
☎
内
線

１
６
２
３

種　別 収入印紙 茨城県収入証紙 合　計
有効期間10年 14,000円 2,000円 16,000円
有効期間5年 9,000円 2,000円 11,000円
12歳未満 4,000円 2,000円 6,000円

申請手数料
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　　市役所☎029-873-2111（代）FAX029-873-7510
　　ホームページ http://www.city.ushiku.ibaraki.jp/

2011年7月24日までに地上テレビ放送は完全にデジタル放送に
移行し、アナログ放送は終了します。
問い合わせ　地上デジタルコールセンター☎0570-07-0101

出
店
料　

２
０
０
０

円
※
個
人
、
グ
ル
ー

プ
、
プ
ロ
、
ア
マ

チ
ュ
ア
は
問
い
ま

せ
ん
。

※
初
め
て
の
方
も
大

歓
迎
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
商
工
観
光
課
☎
内
線

２
５
５
１

今月21日裁判員制度スタート！
　5月21日の制度開始以降、裁判員裁判の対象となる事件が起訴

され、裁判の日程が決まった段階で、水戸地方裁判所は、昨年の

秋に作成した裁判員候補者名簿（茨城県全体で7,600人）の中から、

その事件の裁判員候補者をくじで選びます。

　くじで選ばれた裁判員候補者の方々には、裁判員を選ぶ手続き

（選任手続き）の日に裁判所にお越しいただくためのお知らせを、

選任手続きの日の6週間前までにお送りします。

　裁判員候補者の方々には、併せて質問票をお送りします。

　質問票では、裁判が行われる日程を前提に、裁判員となること

を辞退する申し出の有無およびその事情などをお尋ねします。質

問票に記載された内容から、辞退事由に当たることが明らかにな

れば、裁判所は事前に辞退を認め、選任手続きのためにわざわざ

裁判所までお越しいただかなくてもよいようにします。

　事前に辞退が認められた裁判員候補者以外の方は、選任手続き

の日に裁判所にお越しいただき、その方々の中から最終的にくじ

で6人の裁判員が選ばれます。

※裁判員制度の詳細や説明会・イベントについては、裁判員制度

ホームページ（http://www.saibanin.courts.go.jp/）をご覧くださ

い。

問い合わせ　水戸地方裁判所総務課☎029-224-8408

第
87
回
う
し
く
ゴ
ッ
多
市

出
店
募
集

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時　

６
月
14
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
３
時

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
駐

車
場

申
し
込
み
開
始
日　

５
月
13
日（
水
）～

定
員　

約
40
区
画
※
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

自
動
車
税
の
納
税
は
６
月

１
日
ま
で
に

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在

の
所
有
者（
自
動
車
検
査
証
の
登
録
名

義
人
）
の
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
納
税

通
知
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、
納
期
限
の

６
月
１
日（
月
）ま
で
に
、
お
近
く
の
金

融
機
関
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
ま
た
は
県
税
事
務
所
の
窓
口
で

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
自
動
車

税
の
納
付
場
所
は
、
自
動
車
税
通
知
書

の
裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

土
浦
県
税
事
務
所
収
税

第
二
課（
土
浦
市
真
鍋
５
‐
17
‐
26

土
浦
合
同
庁
舎
内
）
☎
８
２
２
・
７

２
０
８

自
動
車
税
の
納
税
通
知
書

が
届
か
な
い
方
へ

　

県
で
は
、
毎
年
５
月
１
日
に
自
動
車

税
の
納
税
通
知
書
を
送
付
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
、
４
月
１
日
現
在
の
自
動

車
検
査
証
の
登
録
に
基
づ
き
作
成
し
て

い
ま
す
。
引
っ
越
し
な
ど
の
理
由
で
納

税
通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

土
浦
県
税
事
務
所
収
税

第
二
課（
土
浦
市
真
鍋
５
‐
17
‐
26

土
浦
合
同
庁
舎
内
）
☎
８
２
２
・
７

２
０
８

稀
勢
の
里
応
援
団
イ
ベ
ン
ト

　

５
月
10
日（
日
）
か
ら
始
ま
る「
大
相

撲
５
月
場
所
」
で
の
稀
勢
の
里
関
の
勝

数
を
予
想
し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

的
中
し
た
方
に
は
、
稀
勢
の
里
応
援

団
加
盟
店
か
ら
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。
当
選
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
賞
品

の
発
送
を
も
っ
て
当
選
の
発
表
に
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ん
奮
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
！

応
募
方
法　

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
予
想
し
た
勝

数
を
記
入
の
上
、「
牛
久
市
中
央
３
‐

15
‐
1
牛
久
市
商
工
観
光
課
内
牛
久

市
観
光
協
会
事
務
局
」
ま
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。
※
お
一
人
一
通
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
締
め
切
り
日　

５
月
17
日（
日
）当

日
消
印
有
効

問
い
合
わ
せ　

牛
久
市
観
光
協
会
☎
８

７
４
・
５
５
５
４
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.kisenosa

to.e-ushiku.jp
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牛久市内で活動している市民団体の情報サイト
うしくコミュニティネット http://www.ushiku-shimin.jp/
問い合わせ 市市民活動課☎内線 1634

牛
久
市
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
委
員
の
公
募

　

健
全
か
つ
適
正
な
国
保
運
営
を
推
進

す
る
た
め
、
被
保
険
者
を
代
表
す
る
委

員
を
一
般
公
募
し
ま
す
。

対
象　

牛
久
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
の
方（
年
齢
性
別
不
問
）

定
員　

若
干
名

任
命
期
間　

７
月
１
日
～
平
成
23
年
６

月
30
日（
２
年
間
）

応
募
方
法　

履
歴
書
お
よ
び
志
望
動
機

を
簡
単
な
レ
ポ
ー
ト（
４
０
０
字
詰

め
原
稿
用
紙
２
枚
程
度
）
に
し
て
市

医
療
年
金
課
ま
で
直
接
ま
た
は
郵
送

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

レ
ポ
ー
ト
の
テ
ー
マ　

「
国
民
健
康
保

険
に
望
む
こ
と
」

応
募
締
め
切
り
日　

５
月
29
日（
金
）

選
考
基
準　

見
識
、
人
格
と
も
被
保
険

者
代
表
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
方

※
委
員
に
は
報
酬
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
医
療
年
金
課
☎
内
線

１
７
２
３

シ
ル
バ
ー
無
事
故
・
無
違
反
チ
ャ

レ
ン
ジ
１
０
０
参
加
チ
ー
ム
募
集

　

65
歳
以
上
の
方
３
人
１
組
で
、
無
事

故
・
無
違
反
を
目
指
す「
シ
ル
バ
ー
無

事
故
・
無
違
反
チ
ャ
レ
ン
ジ
１
０
０
」

の
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

　

１
０
０
日
間
の

無
事
故
・
無
違
反

を
達
成
し
た
チ
ー

ム
の
中
か
ら
抽
選

で
20
チ
ー
ム
に
、

旅
行
券
を
は
じ
め

県
産
品
な
ど
の
賞

品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

募
集
期
間　

５
月
１
日（
金
）～
６
月
22

日（
月
）

対
象　

県
内
に
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

で
、
運
転
免
許
を
持
っ
て
お
り
、
日

常
的
に
自
動
車
な
ど
を
運
転
す
る
方

（
原
動
機
付
き
自
転
車
免
許
の
み
の

方
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
）。

賞
品　

達
成
チ
ー
ム
全
員
に
達
成
証
と

達
成
記
念
品
※
達
成
チ
ー
ム
の
中
か

ら
抽
選
で
20
チ
ー
ム
に
、
賞
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

【
プ
レ
ゼ
ン
ト
】

・
特
賞（
旅
行
券
６
万
円
）１
チ
ー
ム

・
Ａ
賞（
旅
行
券
３
万
円
）５
チ
ー
ム

・
Ｂ
賞（
県
産
品
な
ど
）12
チ
ー
ム

・
連
続
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞（
日
帰
り
入
浴

券
な
ど
）
…
昨
年
と
今
年
、
連
続
参

加
チ
ー
ム
の
中
か
ら
２
チ
ー
ム
。

問
い
合
わ
せ　

県
生
活
文
化
課
☎
０
２

９
・
３
０
１
・
２
８
４
２
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

http://w
w

w
.a

nzen.pref.iba
ra

ki.

jp/

平成21年度
農作業標準
受託賃金

　この賃金表は、農業者の方が作業員

を臨時に雇用する場合やほかの農業者

へ農作業を委託する際に、支払う賃金

の目安となる金額です。実際に契約す

る場合は、農地の条件、作業効率、地

域の慣例などを十分考慮の上、お互い

合意の下に取り決めてください。

問い合わせ　

　市農業委員会事務局☎内線 3701

※この賃金表は、市農業委員会ホームページにも掲載されています。

◎農作業臨時雇い標準賃金

作業名
賃金

（実働8時間）
時間外1時間

田植え 7,000円 800円
稲刈り 7,000円 800円
水田除草 7,000円 800円
畑除草 7,000円 800円
その他作業 7,000円 800円

作業名 単　位 料　金 備　考
深耕 10ａ 10,000円
ブラウ耕 10ａ 6,000円
デスク耕 10ａ 3,500円 パワーデスク
普通ロータリー 10ａ 5,000円 畑
耕起 10ａ 5,000円 田
代かき 10ａ 6,000円
育苗 1箱 700円 硬化苗

畦
あ ぜ

塗り １ｍ当たり 35円

田植え 10ａ 6,500円 条件により料金割増
育苗～田植え 10ａ 18,000円～20,000円

刈り取り～脱穀 10ａ 16,000円～20,000円
倒伏などの条件によ

り上限とする

刈り取り～調整 10ａ 30,000円～35,000円
倒伏などの条件により上

限とする（袋詰めまで）
乾燥～調整 玄米60㎏当たり 1,800円 袋詰めまで

籾
も み

すり 玄米60㎏当たり 1,000円

麦刈り～調整 10ａ 22,000円
倒伏などの条件により上

限とする（袋詰めまで）

甘
か ん し ょ

藷マルチ張り 10ａ 10,000円 薬剤散布含む

甘藷マルチ張り 10ａ 5,000円 薬剤散布なし
落花生マルチ張り 10ａ 4,000円
肥料と

土壌改良剤の散布
10ａ 2,500円

資材の運搬は含まない。

片方のみの散布は1,500円

◎請負作業標準賃金

おわびと訂正
広報うしく4月1日号25ページの「民生委員・児童委員からのお知らせ」の問い合わせに誤り
がありました。正しくは「市社会福祉課☎873-2111」です。おわびして訂正いたします。
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　　市役所☎029-873-2111（代）FAX029-873-7510
　　ホームページ http://www.city.ushiku.ibaraki.jp/

2011年7月24日までに地上テレビ放送は完全にデジタル放送に
移行し、アナログ放送は終了します。
問い合わせ　地上デジタルコールセンター☎0570-07-0101

地
域
福
祉
活
動
助
成
金
の

交
付
申
請
受
付
に
つ
い
て

　

牛
久
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地

域
福
祉
の
向
上
に
つ
な
が
る
活
動
に
対

し
て
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。
助
成
対
象
な
ど
の
詳
細
ま
た
は
申

請
書
類
な
ど
に
つ
い
て
は
、
直
接
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
締
め
切
り
日　

５
月
30
日（
土
）

助
成
額
決
定
日　

６
月
下
旬（
予
定
）

提
出
・
問
い
合
わ
せ　

牛
久
市
社
会
福

祉
協
議
会（
市
役
所
分
庁
舎
１
階
）☎

８
７
１
・
１
２
９
５
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
７
１
・

１
２
９
６

一
家
に
ひ
と
り
地
域
ヘ
ル
パ
ー

養
成
研
修
参
加
者
募
集

　

社
会
福
祉
に
関
す
る
知
識
や
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
知
識
お
よ

び
介
護
技
術
に
つ
い
て
基
礎
的
な
こ
と

を
習
得
し
ま
す
。
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
、
ま
た
、
介
護
予
防
の
担
い

手
と
し
て
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

６
月
６
日（
土
）
～
８
月
29
日

（
土
）の
う
ち
12
日
間

場
所　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど

対
象　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

中
学
生
以
上
の
方

内
容　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
講
義
・
演
習
お
よ
び
福
祉
施
設

に
お
け
る
実
習
※
修
了
者
に
は
修
了

証
を
交
付
し
ま
す
。

定
員　

50
人
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

参
加
費　

４
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
）

申
し
込
み
方
法　

５
月
29
日（
金
）ま
で

に
、
電
話
ま
た
は
直
接
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

主
催　

茨
城
県

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

牛
久
市
社

会
福
祉
協
議
会
☎
８
７
１
・
１
２
９
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
８
７
１
・
１
２
９
６

剣
道
初
心
者
募
集

　

牛
久
警
察
署
の
道
場
を
お
借
り
し

て
、
剣
道
の
け
い
こ
を
し
て
い
ま
す
。

（
会
費
、
役
員
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

保
険
加
入
の
こ
と
）

※
見
学
、
参
加
ご
希
望
の
方
は
事
前
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
月
・
水
曜
日
午
後
６
時
～

７
時

場
所　

牛
久
警
察
署
武
道
場（
５
階
）

問
い
合
わ
せ　

剣
道
具
家 

美
剣（
椎

名
）
☎
８
７
４
・
６
６
８
０
、
☎
０

８
０
・
３
０
０
４
・
７
９
０
７
ホ
ー

ム

ペ

ー

ジhttp://w
w

w
.g

eocities.

jp/kendoug
uya

biken/

県
立
医
療
大
学
付
属
病
院

看
護
週
間
の
イ
ベ
ン
ト

看
護
の
心
を
み
ん
な
の
心
に
～
あ
り
が
と
う

　

や
さ
し
く
な
れ
ま
す　

あ
な
た
の
笑
顔
～

日
時　

５
月
12
日（
火
）午
前
10
時
～
午

後
３
時

場
所　

県
立
医
療
大
学
付
属
病
院　
　

外
来
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
１
階

内
容　

看
護
相
談
、血
圧
測
定
、栄
養
相
談
、

健
康
や
看
護
に
関
す
る
展
示
、
ア
ロ
マ

オ
イ
ル
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験
な
ど

問
い
合
わ
せ　

県
立
医
療
大
学
付
属
病

院
看
護
週
間
実
行
委
員
会（
菊
田
）☎

８
８
８
・
９
２
０
０

教
育
相
談

　

県
立
盲
学
校
お
よ
び
聾ろ
う

学
校
で
は
、

見
え
方
や
き
こ
え
に
障
害
の
あ
る
お
子

さ
ん
や
関
係
者
に
対
し
、
教
育
相
談
な

ど
の
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

【
見
え
方
の
障
害
に
関

す
る
こ
と
】県
立
盲
学
校
☎
０
２
９
・

２
２
１
・
３
３
８
８
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
９
・

２
２
５
・
４
３
２
８
、【
き
こ
え
の
障

害
に
関
す
る
こ
と
】
県
立
水
戸
聾
学

校
☎
０
２
９
・
２
４
１
・
１
０
１
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
９
・
２
４
１
・
８
１
４
８
、

県
立
霞
ヶ
浦
聾
学
校
☎
８
８
９
・
１

５
５
５
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
８
９
・
２
４
１
３

酒
害
予
防
講
演
会

日
時　

５
月
17
日（
日
）午
後
１
時
～

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
文

化
ホ
ー
ル

演
題　

「
罪
悪
感
を
乗
り
越
え
る
為
に
」

講
師　

伊
波
真
理
雄
先
生（
雷
門
メ
ン

タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

入
場
料　

無
料

主
催　

（
社
）全
日
本
断
酒
連
盟

後
援　

牛
久
市
、
厚
生
労
働
省
ほ
か

問
い
合
わ
せ　

沼
田
☎
８
７
４
・
４
１

１
４常

陽
銀
行
年
金
無
料
相
談

（
要
予
約
）

　

常
陽
銀
行
顧
問
の
社
会
保
険
労
務
士

が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
年
金
手
帳
な

ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

☆
常
陽
銀
行
牛
久
支
店

日
時　

５
月
15
日（
金
）、
６
月
３
日

（
水
）午
前
10
時
～
午
後
３
時

問
い
合
わ
せ　

常
陽
銀
行
牛
久
支
店
☎

８
７
２
・
５
１
１
２

☆
常
陽
銀
行
牛
久
ロ
ー
ン
プ
ラ
ザ

日
時　

５
月
９
日（
土
）、
６
月
13
日

（
土
）午
前
10
時
～
午
後
４
時

問
い
合
わ
せ　

常
陽
銀
行
牛
久
東
支
店

☎
８
７
４
・
５
１
３
１
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牛久市内で活動している市民団体の情報サイト
うしくコミュニティネット http://www.ushiku-shimin.jp/
問い合わせ 市市民活動課☎内線 1634

太
極
拳
体
験
講
座

　

太
極
拳
は
、
呼
吸
を
伴
っ
た
全
身
運

動
で
、
ゆ
っ
く
り
し
た
動
き
は
体
の
し

ん
か
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
、
肩
凝
り
、

腰
痛
、
ス
ト
レ
ス
解
消
、
体
力
ア
ッ
プ

な
ど
に
効
果
的
で
す
。

日
時　

５
月
８
日（
金
）・
15
日（
金
）午

後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　

エ
ス
カ
ー
ド
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル（
エ
ス
カ
ー
ド
牛
久
４
階
）

対
象　

ど
な
た
で
も

定
員　

10
人
程
度
※
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
健
康
太
極
拳

協
会　

楊
名
時
太
極
拳　

出
間
昇
氏

参
加
費　

無
料

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
ェ
ア
な
ど
の
運
動

の
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
方
法　

牛
久
市
体
育
協
会
事

務
局
☎
８
７
４
・
２
４
８
６
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

後
藤
☎
８
７
４
・
７
６

８
５

一
緒
に
走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

２
０
０
９
牛
久
の
街
を
走
る
会

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
対
策
、
走
力

ア
ッ
プ
な
ど
目
的
は
さ
ま
ざ
ま
、
ま
ず

は
気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ

れ
ぞ
れ
の
走
力
と
目
的
に
応
じ
て
合
計

５
回
の
練
習
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
個

人
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
や
友
人
と
の
参

加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
日　

５
月
10
日（
４
回
目
）、
６
月

７
日（
５
回
目
）午
前
８
時
集
合

集
合
場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー

参
加
費　

無
料
※
当
日
申
し
込
み
。

主
催　

牛
久
走
友
会
、
牛
久
市
体
育
協
会

問
い
合
わ
せ　

金
野
☎
８
７
３
・
８
６

０
４硬

式
テ
ニ
ス
市
民
ミ
ッ
ク

ス
ダ
ブ
ル
ス
大
会

日
時　

６
月
14
日（
日
）
受
付
午
前
８

時
～
、
開
会
式
午
前
８
時
30
分
※
予

備
日
６
月
21
日（
日
）。

場
所　

牛
久
運
動
公
園
ハ
ー
ド
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

試
合
方
法　

ノ
ー
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
６

ゲ
ー
ム
先
取

対
象　

市
内
あ
る
い
は
龍
ケ
崎
市
に
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
高
校
生
以
上
の

方
定
員　

48
組
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

参
加
費　

２
０
０
０
円（
当
日
お
支
払

い
く
だ
さ
い
）

申
し
込
み
方
法　

ペ
ア
の
氏
名･

参
加

資
格･

住
所
・
所
属
・
電
話
番
号
を

Ｅ
メ
ー
ル
の
テ
キ
ス
ト
メ
ー
ル
で
送

信
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
め
切
り
日　

５
月
29
日（
金
）

※
申
込
締
め
切
り
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
お

よ
び
当
日
の
欠
席
は
参
加
費
を
請
求

し
ま
す
。
ま
た
、
ペ
ア
の
変
更
は
で

き
ま
せ
ん
。

※
雨
天
の
時
で
も
天
候
の
回
復
を
待
っ

て
大
会
を
開
催
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
参
加
者
は
全
員
会
場
に
集

合
し
て
く
だ
さ
い
。

主
催　

牛
久
市
体
育
協
会
硬
式
テ
ニ
ス

部
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

川
村
Ｅ
メ
ー

ルushiku-taikyo-tennis@
hotm

ail.co.jp

ス
ト
レ
ッ
チ
サ
ー
ク
ル　

華
舞
会
員
募
集

　

週
の
初
め
、
体
を
気
持
ち
よ
く
伸
ば

し
て
活
力
を
！
見
学
、
体
験
随
時
で
き

ま
す
。

日
時　

毎
月
第
１
・
第
３
月
曜
日
午
前

10
時
～
11
時

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
音

楽
室

月
会
費　

１
６
０
０
円

問
い
合
わ
せ　

沢
辺
☎
８
７
３
・
７
９

３
８

期　　　間 50m ドームプール 屋外子どもプール
5月1日～6月30日 土・日・祝日のみ 利用できません
7月1日～7月17日 土・日のみ 土・日のみ
7月18日～8月31日 毎日（休みなし） 毎日（休みなし）
9月1日～9月30日 土・日・祝日のみ 利用できません

利用時間　午前9時～午後5時※ただし、入場は午後4時30分まで。

利用料金　小中学生200円（市内に在住または在学の小中学生は

期間中の土曜日は無料）、一般400円（高校生以上）、未就学児

無料※おむつの取れていないお子さんは入水できません。

※
温
水
プ
ー
ル
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
水

温
が
23
度
以
下
の
場

合
は
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

牛
久
運

動
公
園
☎
８
７
３
・

２
４
８
６

牛
久
運
動
公
園
プ
ー
ル
の

利
用
日
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チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
ー

日
時　

５
月
９
日（
土
）
午
後
５
時
30

分
～
８
時
30
分
※
当
日
受
け
付
け
。

場
所　

牛
久
運
動
公
園
体
育
館
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ

参
加
費　

１
０
０
０
円（
飲
み
物
付
き
）

主
催　

牛
久
市
体
育
協
会
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会

問
い
合
わ
せ　

牛
久
市
体
育
協
会
事
務

局（
牛
久
運
動
公
園
体
育
館
内
）☎
８

７
３
・
２
４
８
６

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
ー

牛
久
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

日
時　

５
月
16
日（
土
）
午
後
５
時
30

分
～
８
時
30
分

場
所　

牛
久
運
動
公
園
体
育
館
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ

参
加
費　

１
０
０
０
円（
飲
み
物
付
き
）

問
い
合
わ
せ　

安
☎
８
７
３
・
６
７
９

５タ
イ
式
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル

　

運
動
未
経
験
、
激
し
い
ス
ポ
ー
ツ
が

苦
手
な
方
大
募
集
。
深
い
呼
吸
と
ゆ
っ

く
り
な
動
作
で
デ
ト
ッ
ク
ス
効
果
も
期

待
で
き
ま
す
。見
学
、体
験（
１
回
無
料
）

随
時
Ｏ
Ｋ
。
セ
レ
ブ
な
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

毎
週
月
曜
日
午
前
11
時
～（
１

時
間
）

場
所　

ス
ペ
ー
ス
ワ
ン（
栄
町
３
‐
６
）

参
加
費　

１
回
５
０
０
円（
５
月
限

定
）、
６
月
か
ら
１
回
１
０
０
０
円

※
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
か
バ
ス
タ
オ
ル
持
参
。

※
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
コ
ー
ス（
水
曜
日
夜
）

も
あ
り
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

Ｒ
ｙ
ｏ‘
ｓ

エ
ア
ロ
☎
０
９
０
・
９
６
８
９
・
３

４
７
１

牛
久
か
っ
ぱ
鳴
子
会
、
踊

り
子
会
員
募
集

今
年
は
新
し
い
踊
り
と
振
り
付
け
の
鳴

子
で
か
っ
ぱ
祭
り
に
参
加
し
よ
う

　

７
月
の
う
し
く
か
っ
ぱ
祭
り
本
番
に

向
け
て
、
盛
り
上
が
り
ま
し
ょ
う
。
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で

あ
る
森
藤
美
樹
先
生
の
振
り
付
け
で
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
＆
ス
ト
レ
ス
解
消
し
ち
ゃ

い
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
連
れ
参
加
や
見

学
だ
け
で
も
大
歓
迎
で
す
。

練
習
日
程　

【
下
根
中
学
校
体
育
館
】５

月
10
日
・
17
日
・
24
日
の
各
日
曜
日
、

【
牛
久
運
動
公
園
体
育
館
】５
月
７
日

（
木
）

時
間　

午
後
６
時
30
分
～
８
時
45
分

※
動
き
や
す
い
服
装
で
、
タ
オ
ル
、
上

履
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

海
老
原
☎

０
９
０
・
３
３
３
７
・
２
７
７
３

ラ
ウ
ン
ド
ダ
ン
ス
初
心
者

教
室

　

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
と
社
交
ダ
ン
ス
を

合
わ
せ
た
よ
う
な
踊
り
が
ラ
ウ
ン
ド
ダ

ン
ス
で
す
。
基
本
の
ス
テ
ッ
プ
を
覚
え

れ
ば
キ
ュ
ア
の
指
示
で
す
て
き
な
曲
が

踊
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

日
時　

毎
月
第
２
・
第
３
・
第
４
金
曜

日
午
後
７
時
～
９
時

場
所　

刈
谷
自
治
会
館

講
師　

関
根
勉
氏

月
会
費　

１
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ　

一
守
☎
８
７
２
・
０
８

９
７
、
前
河
内
☎
８
７
４
・
７
３
５
１

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
始
め
ま
せ
ん
か

　

日
常
生
活
で
も
使
用
で
き
る
ス
ト
ッ

ク（
ポ
ー
ル
）を
使
っ
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

で
す
。
腰
、
ひ
ざ
、
足
首
、
ア
キ
レ
ス

け
ん
な
ど
下
半
身
に
掛
か
る
負
担
を
軽

減
し
ま
す
。
ポ
ー
ル
で
バ
ラ
ン
ス
維
持

を
サ
ポ
ー
ト
し
、姿
勢
や
呼
吸
を
整
え
、

血
液
循
環
を
活
発
に
し
ま
す
。
高
齢
の

方
、
リ
ハ
ビ
リ
中
の
方
々
も
効
果
が
あ

り
ま
す
。

日
時　

毎
月
第
２
・
第
４
火
曜
日
午
前

10
時
～
正
午

場
所　

牛
久
運
動
公
園
体
育
館
前

講
師　

ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー　

丸
島
秀
明
先
生

年
会
費　

２
０
０
０
円
※
そ
の
ほ
か
実

費
あ
り
。

問
い
合
わ
せ　

佐
々
木
☎
０
９
０
・
３

０
８
５
・
７
３
８
３

う
し
く
明
日
を
ひ
ら
く
女
性

の
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

第
14
回
う
し
く
明
日
を
ひ
ら
く
女
性
の

会
総
会
・
ふ
れ
あ
い
学
習
会

日
時　

５
月
17
日（
日
）
午
後
０
時
30

分
～
受
け
付
け
、【
総
会
】
午
後
１

時
～
、【
ふ
れ
あ
い
学
習
会
】
午
後
２

時
～
４
時
20
分
※
多
く
の
方
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

場
所　

エ
ス
カ
ー
ド
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー（
エ
ス
カ
ー
ド
牛
久
４
階
）※
牛

久
市
営
青
果
市
場
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ　

「
学
校
と
図
書
館
の
つ
な
が

り
を
市
民
み
ん
な
の
つ
な
が
り
へ
」

※
託
児
室
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

山
本
☎
８
７
２
・
０
８

３
８
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書
道
講
演
会

日
時　

５
月
31
日（
日
）
午
後
２
時
30

分
～

場
所　

三
日
月
橋
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

研
修
室

演
題　

「
書
体
の
変
遷
」

講
師　

井
上
清
雅
先
生

入
場
料　

無
料

主
催　

牛
久
市
書
道
連
盟

問
い
合
わ
せ　

稲
葉
☎
８
７
２
・
１
３

４
１歴

史
を
語
り
合
う
会

　

歴
史
を
自
由
に
語
り
合
う
場
で
す
。

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

５
月
６
日（
水
・
祝
）
午
後
２

時
～
５
時

場
所　

エ
ス
カ
ー
ド
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
講
座
室（
エ
ス
カ
ー
ド
牛
久
４
階
）

演
題　

「
戦
後
の
日
本
経
済
の
歴
史
」

内
容　

戦
後
日
本
は
復
興
期
、
高
度
成

長
期
を
経
て
、
現
在
、
百
年
に
一
度

と
い
わ
れ
る
金
融
危
機
・
世
界
同
時

不
況
に
至
っ
て
い
ま
す
。
戦
後
経
済

の
歴
史
を
振
り
返
り
、
現
在
の
危
機

を
ど
う
見
る
の
か
な
ど
、
参
加
者
が

自
由
に
話
し
合
い
ま
す
。

講
師　

杉
森
弘
之
氏

資
料
代　

３
０
０
円

主
催　

牛
久
史
談
会

問
い
合
わ
せ　

小
林
☎
８
７
３
・
３
２

９
９第

９
回
牛
久
沼
写
友
会
写

真
展

自
然
の
美
し
さ
に
感
動

　

私
た
ち
は
、
四
季
折
々
、
身
の
回
り

や
訪
れ
た
所
の
、
自
然
の
情
景
の
美
し

さ
に
感
動
！
そ
の
瞬
間
を
写
し
撮
っ
て

い
ま
す
。

日
時　

５
月
12
日（
火
）～
17
日（
日
）午

前
10
時
～
午
後
６
時
※
最
終
日
は
午

後
４
時
ま
で
。

場
所　

三
越
牛
久
店
２
階
ア
ー
ト
ギ
ャ

ラ
リ
ー

後
援　

牛
久
市
教
育
委
員
会

問
い
合
わ
せ　

牛
久
沼
写
友
会
事
務
局

（
相
馬
）☎
８
７
３
・
４
６
３
９

和
こ
こ
ろ
・
エ
コ
こ
ろ「
ふ
ろ

し
き
包
み
講
座
」

　

丸
い
も
の
、
長
い
も
の
、
四
角
い
も

の
…
何
で
も
包
め
て
、
使
わ
な
い
と
き

は
小
さ
く
し
畳
め
る
日
本
の
エ
コ
バ
ッ

ク「
ふ
ろ
し
き
」。
使
い
方
が
分
か
ら
な

く
て
、
眠
っ
て
い
る
ふ
ろ
し
き
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
楽
し
い

ふ
ろ
し
き
の
使
い
方
。
ぜ
ひ
覚
え
て

使
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
※
社
会
貢
献

活
動
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

日
時　

５
月
24
日（
日
）午
後
１
時
～
３
時

場
所　

（
有
）
松
蔵
屋（
龍
ケ
崎
市
若
柴

町
２
２
４
０
‐
８
９
９
）

内
容　

四
角
い
も
の
の
包
み
方
・
瓶
の

包
み
方
な
ど
。

定
員　

30
人
※
先
着
順（
要
予
約
）。

資
料
代　

５
０
０
円

持
参
す
る
物　

ふ
ろ
し
き（
お
持
ち
の

方
）※
店
内
販
売
も
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

（
有
）松
蔵

屋（
若
林
）☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
９
７
・

65
・
８
８
８
８

金
田

た

つ

え

チ

ャ

リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

地
域
の
介
護
施
設
に
車
い
す
を
贈
る
た

め
に

日
時　

５
月
22
日（
金
）【
昼
の
部
】
午

後
０
時
30
分
開
場
、午
後
１
時
開
演
、

【
夜
の
部
】午
後
５
時
開
場
、
午
後
５

時
30
分
開
演

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
文

化
ホ
ー
ル

入
場
料　

【
Ａ
指
定
席
】
４
５
０
０
円
、

【
Ｂ
指
定
席
】
４
０
０
０
円
、【
自
由

席
】３
５
０
０
円

発
売
窓
口　

沼
川
淳
音
楽
事
務
所
☎
８

７
２
・
７
１
２
２
、
浩
文
堂
書
店（
エ

ス
カ
ー
ド
牛
久
１
階
）
☎
８
７
２
・

０
８
８
６
、
さ
ん
ぱ
る
長
崎
屋
荒
川

沖
店
１
階
☎
８
３
０
・
４
３
５
６
、

ウ
イ
ン
ズ
・
ユ
ー
☎
８
７
０
・
３
６

６
３

主
催　

沼
川
淳
音
楽
事
務
所

後
援　

牛
久
市
、牛
久
市
教
育
委
員
会
、

牛
久
市
文
化
協
会
ほ
か

問
い
合
わ
せ　

沼
川
淳
音
楽
事
務
所
☎

８
７
２
・
７
１
２
２

こ
ど
も
の
い
え
幼
稚
園　

未
就
園
児
ク
ラ
ブ

　

こ
ど
も
の
い
え
幼
稚
園
で
は
、
１
歳

に
な
っ
た
お
子
さ
ん
が
週
１
日
、
お
母

さ
ん
と
一
緒
に
読
み
聞
か
せ
や
制
作
な

ど
の
集
団
活
動
を
す
る
集
い
の
場
を

も
っ
て
い
ま
す
。
毎
週
同
じ
お
友
達
と

の
活
動
で
す
か
ら
安
心
で
す
。
経
験
豊

富
な
保
育
士
の
下
、
楽
し
い
活
動
を
し

ま
し
ょ
う
。日
程
な
ど
詳
し
く
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
程　

５
月
13
日（
水
）～
通
年
の
午
前

10
時
～
11
時

場
所　

こ
ど
も
の
い
え
幼
稚
園（
南

２
‐
20
‐
20
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も

の
い
え
幼
稚
園（
宮
島
）☎
８
７
２
・

１
３
２
６
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

church.ne.jp/ushiku/kodom
onoie/
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わ
が
街
の
木

男お

ま

つ松（
ク
ロ
マ
ツ
）と
好
一
対

ア
カ
マ
ツ（
マ
ツ
科
）

　

常
緑
高
木
の
針
葉
樹
。
ほ
ぼ
全
国
の
山

野
に
自
生
し
、
植
林
、
公
園
樹
や
学
校
樹

と
し
て
も
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
葉
は
２

本
で
１
組
、
松
葉
と
呼
ん
で
い
る
の
は
、

２
本
の
葉
を
付
け
た
小
さ
な
枝（
短
枝
）で

す
。
ク
ロ
マ
ツ
の
葉
の
先
端
は
と
が
っ
て

チ
ク
チ
ク
痛
い
の
に
対
し
、
ア
カ
マ
ツ
の

葉
は
細
く
て
柔
ら
か
く
、
痛
く
あ
り
ま
せ

ん
。
松
ぼ
っ
く
り（
球
果
）は
熟
す
と
、
よ

く
晴
れ
た
日
に
、
薄
い
翼
を
つ
け
た
種
子

を
飛
ば
し
ま
す
。
樹
皮
が
赤
褐
色
な
の
で

こ
の
名
が
あ
り
、
優
美
な
姿
か
ら
女め

ま

つ松
と

も
呼
ば
れ
ま
す
。
市
役
所
敷
地
内
で
ク
ロ

マ
ツ
と
と
も
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

資
料
提
供
…
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
し
く
里
山
の

会〈
チ
ー
ム
街
路
樹
20
﹀

問
い
合
わ
せ　

市
緑
化
推
進
課
☎
内
線

１
５
１
１

母
子
家
庭
等
自
立
促
進
講

習
会

受
講
期
間　

６
月
28
日（
日
）～
11
月
29

日（
日
）午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分（
延
べ
日
数
22
日
／
１
３
０
時
間
）

場
所　

県
立
母
子
の
家　

母
子
福
祉
セ

ン
タ
ー

種
目　

訪
問
介
護
員
２
級
課
程

対
象　

全
日
程
出
席
で
き
る
方
で
、
お

お
む
ね
母
子
家
庭
お
よ
び
寡
婦
と
な

り
７
年
以
内
の
方

定
員　

30
人

受
講
料　

無
料
※
交
通
費
一
部
支
給

（
所
得
が
３
０
１
万
円
以
下
の
方
）。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
事
用
保
険
料
お
よ

び
細
菌
検
査
料
は
自
己
負
担
。

申
し
込
み
方
法　

申
込
書（
市
児
童
福

祉
課
に
あ
り
ま
す
）
と
原
稿
用
紙
に

受
講
理
由
を
記
入
し
て
、
郵
送
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
め
切
り
日　

５
月
25
日（
月
）当

日
消
印
有
効

※
託
児（
２
歳
児
以
上
）あ
り
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

県
立
母
子

の
家　

母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー（
〒
３

１
０
‐
０
０
６
５
水
戸
市
八
幡
町

11
‐
52
）
☎
０
２
９
・
２
２
１
・
８

４
９
７
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
９
・
２
２
１
・

８
６
１
８

【牛久市役所】
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　中央保育園のお友だちは、5月 10 日

の「母の日」にちなんで、お母さんの

似顔絵を描きました。

　色とりどりのクレヨンで、大好きな

お母さんの顔を描いたこの作品は、近

所のお店で開催される「お母さんの似

顔絵展」で飾られます。

　いつも優しいお母さんに最高のプレ

ゼントになるね。

平成21年5月1日（1000）号
　発行・編集 / 牛久市市民活動課
　　　〒300-1292  茨城県牛久市中央3丁目15番地1
　　　☎029-873-2111 FAX029-873-2512 

再生紙を使用しています。

環境に優しい大豆インキを使用しています。

中央保育園の
お友だち

　この写真は、昭和42年に牛久町の国道6号と旧国道

の交差点に建設された横断歩道橋です。平成11年2月

に老朽化などに伴い取り壊されました。 （牛久市所有）

きりん組

「
昔
の
う
し
く
」の
写
真
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
眠
っ
て
い
る「
昔
の
う

し
く
」の
写
真
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
今
、
そ
の
よ
う
な「
昔
の
う
し
く
」

の
写
真
を
収
集
し
て
い
ま
す
。「
懐
か
し
い
」

「
残
し
た
い
」
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
牛
久
市
の
文
化
芸

術
」の
中
に
掲
載
を
開
始
し
ま
し
た
。

問い合わせ　市生涯学習課（市中央

　生涯学習センター内）☎871-2301


